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巻
を
世
に
送
る
。
（
昭、

ち
、

四
三
、

十
二
、

-

）
 、

第
二
教
養
の
四
コ
ー
ス

を
合
む
定
員
一

0
0
名
の
単
科
短

期
大
学
で
あ
っ

て
も
、

そ
の
設
置
か
ら
第
一

回
生
を
送
り
出
す
ま
で
の
ニ
ケ
年
の
歳
月
は
十
年
に
も
匹
敵

す
る
か
と
思
わ
れ
た
。

幸
に
、

設
置
墓
準
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ

て
完
成
を
見
た
こ
と
は、

学
生
を
も
含

め
て
大
学
関
係
者

同
の
喜
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う。

さ
ら
に
、

第
一

回
生
は
意
外
に
よ
い

質
の
職
場
に
一

0
0
％
の
就
職
が
で
き
た
し、

就
職
を
志
ざ
さ
な
い

者
も
皆
そ
れ
ぞ
れ
望
む
と
こ
ろ
に
お
ち
つ
い
た
こ
と

し
か
し
、

こ
の
さ
さ
や
か
な
短
期
大
学
の
設
置
の
仕
事
に
は
思
い
が
け
な
い
困
難
が
あ
っ

た
。

す
な
わ

教
授
の
交
通
事
故、

三
教
授
の
長
期
入
院、

員
の
入
院、

助
教
授
の
ペ

ネ
ッ
ト
大
学
へ

の
長
期
出
講、

二

職

講
師
の
英
国
留
学
等
に
よ
る
教
務
の
運
営
は
楽
で
は
な
か
っ

た
。

こ
れ
も
各
科
の
主
任
教

授
や
中
堅
少
壮
の
助
教
授、

専
任
講
師、

客
員
教
授
・

講
師
の
努
力
や
、

開
拓
者
の
意
気
に
も
ゆ
る
学
生

諸
f
の
勉
励
に
よ
っ

て
切
り
抜
け
得
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
い
。

こ
の
「
論
叢
」

の
第
二

巻
は
、

こ
の

よ
う
な
中
か
ら
生
ま
れ
出
た
。

関
係
者
の
苦
労
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、

は
、

第
二
の
喜
び
だ
と
言
え
よ
う。

英
米
語
科
の
中
に
、

秘
書、

教
職、

第

論
叢

第一

学
監

一
巻
を
送
る
こ
と
ば

さ
さ
や
か
な
こ
の
「
論
叢
」

第
二

本

経

丸
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戦

後

if) 

教

養

放

送庄

寿

宇
ル

司

戦
後
の
教
養
放
送
の
特
長

周
知
の
よ
う
に
、
太
平
洋
戦
争
終
結
後
の
数
年
間
、
わ
が
国
の
放
送
事
業
は
、
G

H
Q
の
民
間
情
報
教
育
局

(C
I
E
)
の
強
力
な
監
督
と
指
導
下
に
お
か
れ
た
。

C

I
E
は
、
占
領
政
策
の
目
標
実
現
の
た
め
に
、

い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ン
ベ
イ
ン

・
シ
ー
ト

を
作
成
し
て
、

N
H
K
に
お
下
げ
渡
し
し
て
い
た
。

N
H
K
の
放
送
番
組
は
、
必
ず

こ
の
キ
ャ
ン
ペ

イ

ン
・
シ
l
ト
に
基
づ
い
て
、
企
画

・
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ン
ベ
イ
ン
と
は
何
か
。

キ

ャ

ン

ペ

イ

ン

と
こ
ろ
で
、

(の

E
S
H
邑
m
る

と
い
う
言
葉
を
、
辞
典
で
見
る
と

「
攻
城
野
戦
。
組
織
的
闘
争
。

運
動
」
と
あ
る
。
も
と
も
と
軍
事
用
語
で
敵
を
攻
撃
す
る
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
あ
る

主
張
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
運
動
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
キ
ャ
ン

ペ
イ
ン

・
シ
ー
ト
は
、

G
H
Q
の
占
領
目
的
|
|

軍
国
主
義
的
思
想
の
追
放、
言
論
、

思
想
、
宗
教
の
自
由
回
復
と
基
本
的
人
権
の
確
立
、
日
本
経
済
の
回
復

・
維
持
な
ど

ーー

を
基
本
に
し
て
、
国
連
、
農
地
改
革
、
食
糧
増
産
、
公
衆
衛
生
、
証
券
民
主
化

な
ど
二
十
五
項
目
に
わ
た
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
情
報

・
教
養
番
組
と
は
限
、
り
な
い
も

の
で
、
公
共
放
送
た
る

N
H
K
の
す
べ
て
の
番
組
の
筋
金
だ
と
い
わ
れ
て

い
た
が
、

と
く
に
「
教
養
番
組
」
は
、
そ
れ
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
意
義
と
重
要

性
と
を
持
つ
も
の
と
い
わ
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
に
な
っ
て
、
日
米
間
で
講
和
条
約
が
問
題
に
な
り
か
け
、
ま

た
、
国
会
で
放
送
法
が
審
議
さ
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
て
、
キ

ャ
ン
ベ

イ

ン
・
シ
ー
ト
は
、
目
的
と
内
容
を
変
え
て
き
た
。

N
H
K
の
自
主
的
な
作

成
に
ま
か
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
占
領
政
策
推
進
」
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ベ

イ
ン

は

「公
共
の
福
祉
」
の
た
め
と
か
わ
り
、
占
領
軍
の
手
か
ら
で
は
な
く
て
、
わ
が
司
法
、

行
政
の
各
中
央
機
関
、
公
共
企
業
体
、
公
益
団
体
な
ど
か
ら
直
接

N
H
K
に
提
供
さ

れ
る
。
こ
の
た
め
、
同
年
三
月
か
ら

N
H
K
社
会
諜
に
キ
ャ
ン
ベ

イ
ン
班
が
で
き
、
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班
長
の
長
谷
耕
作
氏
(
現
広
報
協
会
事
務
局
長
〉
が
中
心
と
な
り
、
自
主
的
キ
ャ
ン

・へ
イ
ン

・
シ
l
卜
を
作
成
、
東
京
の
編
成
各
部
局
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
放
送
局
に

配
布
し
て
、
番
組
編
成
の
パ
ッ

ク

・
ポ
l
ン
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
民
放
の

開
設
に
伴
い
、

キ
ャ
ン

ベ
イ
ン
も
性
格
を
変
え
、
多
様
化
し
た
。

N
H
K
の
公
共
性

を
明
確
に
打
出
そ
う
と
す
る

「
総
合
キ
ャ
ン
ベ

イ
ン
」
民
放
の
在
野
色
ゆ
た
か
な
キ

ャ
ン
ベ

イ

ン
の
発
足

・
展
開
な
ど
注
目
す
べ
き
こ
と
が
多
い
。
「
特
集
番
組
」

「
N
H

K
歳
末
助
け
合

い
」
公
明
選
挙
、
暴
力
追
放、

交
通
事
故
防
止
、
ポ
リ
オ
撲
滅
、
公

害
な
ど
、
放
送
キ
ャ
ベ

イ

ン
の
果
し
た
役
割
は
決
し
て
す
く
な
く
な

い
。
戦
後
の
教

養
放
送
の
第
一
の
特
長
は
、
つ
ね
に
こ
の
キ
ャ
ン
ベ
イ
ン
資
料
を
編
成
の
パ
ッ
グ

・

ボ
ー

ン
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
二

に
、
聴
取
対
象
を
特
に
明
確
に
打
ち
出
し
て
、
特
定
対
象
の
番
組
が
ふ
え
た



こ
と
で
あ
る
。
宇
校
放
送
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
青
少
年
番
組
、
婦
人
番
組
、
品股

事
番
組
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
の
中
で
分
化
し
て
、
キ
メ

の
細
か
い
企
画

・
演

出
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
、

第
三
に
、
こ
れ
ま
で

の
教
養
番
組
と
い
え
ば
、
教
育
的
な
番
組
の

一
部
を
の
ぞ
く

と
、
検
閲
制
度
に
よ
る
迎
合
番
組
が
多
く
、
上
意
下
達
的
な
修
養

・
信
念
の
お
話
が

多
く
、
官
報
的
な
公
示
機
関
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
形
式
も
主
と
し
て
講
演
番
組
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が

C
I
E
の
指
示
で

い
ろ
い
ろ
の
形
式
の
番
組
が
あ
ら
わ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
講
演
形
式
は
戦
後
の
放
送
用
語
で

「
卜
l
ク
」
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
単
調
で
飽
か
れ
や
す
い
と
い
う
の
で
敬
遠
さ
れ
、
座
談
会
、
討
論
会
、
録
音
構
成

な
ど
が
重
視
さ
れ
た
。
は
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
放
送
人
に
と
っ
て
考
え
ら

れ
も
し
な
か
っ
た
、
教
養
的
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
を
盛
り
こ
ん
だ

「
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン

・
ド
ラ
マ

」
や
シ
ョ

l
形
式
の
も
の
ま
で
制
作
す
る
よ
う
に
、
指
導
さ
れ

た
。
否
応
い
わ
さ
ぬ
サ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
米
国
の
台
本
を
も
と
に
し
て
当

方
の
台
本
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
の
異
端
と
お
も
わ
れ
た
喬
組
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

c
I
E
の
強
制
で
導
入
さ
れ
た

σ
E口
付

2
8〈
05mmw一や

0
5ユ句
印百円。
B
な
ど
番

組
の
形
式
面
の
改
革
と
と
も
に
、
内
容
面
の
改
革
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
番
組
は
、
音

楽

・
演
芸
な
ど
の
新
傾
向
の
番
組
と
と
も
に
、

N
H
K
の
番
組
に
、
多
彩
と
回
生
を

与
え
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
三
つ
の
特
長
に
つ
い
て
、
す
こ

し
具
体
的
に
書

い
て
み
よ
う
。

キ

ヤ

ン

ペ

イ

ン

と

放

送

キ
ャ
ン
ベ
イ
ン
の
テ
!

?
に
直
接
結
び
つ
い
て
、
こ
れ
を
消
化
す
る
代
表
的
な
番

組
例
は
、
昭
和
三
十

一二
年

一
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

・
ア
ワ

l
」

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
毎
日
、
午
後
八
時
か
ら
三

0
分
間
、
す
べ
て
の
演
芸
や

音
楽
番
組
を
は
ず
し
て
、
初
会
苔
組
で
押
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
、

い
う
ま
で
も

な
い
が
、
こ
の
時
間
帯
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
た
言
葉
で
い
え
ば
ゴ

l

ル
デ
ン

・
ア
ワ

l
(聴
取
好
適
時
間
)
で
、
聴
取
率
の
い
ち
ば
ん
高
い
時
刻
で
あ
る
。

そ
の
時
間
帯
を
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ

ン
ペ

イ

ン
・
シ
l
ト
か
ら
直
接
と
り
上
げ
て
き

た、

啓
蒙

・
啓
発
の
堅
い
番
組
で
、
つ
め
る
こ
と
は
、
放
送
界
の
常
識
か
ら
い
っ
て
も
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賛
成
で
さ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
、

N
H
K
は
途
方
に
く
れ
た
が
、

c
I
E
は
、
民

主
主
義
思
想
の
格
発
の

た
め
と
称
し
て
、
あ
え
て
こ
の
冒
険
に
踏
み

き

ら

せ

た

。

「
イ

ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン

・
ア
ワ
l
」
の
曜
日
と
喬
組
の
名
称
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る。

月

新
し
い
農
村

火

労
働
の
時
間

水

社
会
の
窓

木

産
業
の
タ

金

ロ
ー
カ
ル

・
シ
ョ

!

土

家
庭
の
話
題

日

時
の
動
き



「
新
し
い
農
村
」
は
、
新
時
代
の
農
民
と
し
て
必
要
な
知
識
や
情
報
、
例
え
ば
島
原

地
改
革
、
農
業
協
同
組
合
、
嫁
と
し
ゅ
う
と
、
次
三
男
問
題
な
ど
の
テ
l
マ
を
、
主

と
し
て
対
談
で
構
成
し
た
も
の
。

「
労
働
の
時
間
」
は
、
最
初
短
い

ド
ラ
マ
に
よ
っ
て
問
題
を
提
起
し
、
そ
の
テ
l

マ
を
め
ぐ
っ
て
、
ひ
と
り
の
講
師
と
ひ
と
り
の
青
年
の
質
疑
応
答
の
形
式
。
テ
1
7

は
労
働
者
の
権
利

・
義
務
、
労
働
組
合
の
在
り
方
な
ど
。
こ
の
番
組
の
企
画
に
は
、

c
I
E
か
ら
だ
け
で
な
く
、

G
H
Q
政
治
局
労
働
課
か
ら
も
反
共
の
線
を
打
出
す
よ

う
に
強
い
示
唆
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
社
会
の
窓
」
い
ろ
い
ろ
の
キ
ャ
ン
ベ
イ
ン
項
目
を
消
化
す
る
た
め
の
番
組
で
あ

っ
た
。
テ

l
マ
に
よ
っ
て
、

マ
イ
ク
を
持
っ
て
関
係
現
場
に
行
き
、
関
係
者
、

般

人
、
当
局
の
意
見
を
収
録
し
て
、
音
楽
や
解
説
を
つ
け
、
多
角
的
に
問
題
を
追
及
し

て
ゆ
く
形
式
が
多
か
っ

た
。

「
産
業
の
タ
」
こ
れ
は
二
十

一
年
八
月
ご
ろ
か
ら
放
送
し
て
い
た
、
キ
ャ
ン
ベ

イ

ン
番
組
「
炭
坑
に
送
る
タ
」
の
続
編
と

い
う

べ
き
も
の
だ
が
、
対
象
も
題
材
も
広
く

な
っ
て
い
る
。

一
般
の
聴
取
者
に
、
産
業
と
国
民
生
活
の
関
連
を
知
ら
せ
、
経
済
復

興
へ

の
協
力
を
促
す
目
的
の
も
の
。
ド
ラ
マ

、
録
音
、
は
な
や
か
な
音
楽
、
司
会
ア

ナ
ウ
ン
サ

l
の
絶
叫
が
い
ま
も
耳
底
に
残
る
ア
メ
リ
カ
調
の
強
い
番
組
で
あ
っ
た
。

「ロ

ー
カ
ル

・
シ
ョ

l
」
は
名
の
と
お
り
各
局
の

ロ
ー
カ
ル
番
組
で
、
「
コ
ミ

ユ

ニ
テ
イ

・
シ
ョ

l
」
と
も

い
わ
れ
た
。
各
地
の
実
情
に
却
し
た
、
地
域
的
社
会
問
題

を
と
り
あ
げ
、
劇
形
式
、
現
地
録
音
、
そ
れ
に
土
地
に
よ
っ
て
僅
謡

・
民
謡
を
多
く

と
り
入
れ
て
、
で
き
る
だ
け
や
わ
ら
か
い
感
じ
の
も
の
を
作
ろ
う
と
各
局
苦
心
し

た
。
「

ロ
ー

カ
ル

・
シ
ョ

l
」
選
奨
な
ど
、
コ
ン
ク

ー
ル
を
や
っ
た
こ
と
が
、
地
方
局

の
制
作
技
術
を
向
上
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
た
。

「
家
庭
の
話
題
」
は
じ
め
解
説
者
が
市
民
生
活
に
関
連
の
あ
る
問
題
を
わ
か
り
や

す
く
話
し
か
け
調
で
説
明
す
る
か
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
単
調
な
の
で
、
ホ
ー
ム

・
ド

ラ
マ
に
解
説
を
入
れ
た
り
、
専
門
家
と
解
説
者
と
の
対
談
に
し
た
り
し
た
。

「
時
の
動
き
」
刻
々
に
お
こ
る
社
会
事
象
、
政
治
的
事
件
を
、

い
ろ
い
ろ
の
角
度

か
ら
と
ら
え
、
や
さ
し
く
解
説
す
る
も
の
。
あ
ら
ゆ
る
ラ
ジ
オ
的
演
出
形
式
が
駆
使

さ
れ
た
。
だ
い
た
い
四
つ

の
テ
1
7
が
え
ら
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
寸

劇
、

現

場

録

音
、
対
談
な
ど
豊
富
な
形
式
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
二
人
で
、
交
互
に
入
れ
か
わ
り
立

ち
代
り
、
軽
い
音
楽
を
入
れ
ス
ピ
ー
ド
感
を
出
し
て
効
果
を
上
げ
よ
う
と
し
た
。
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」
の
よ
う
な
番
組
の
ほ
か
、

「
街
頭
録
音
」

「
放
送
討
論
会
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
「
朝
の
訪
問
」
ゃ
あ
と
で
触
れ
る
「
姉
人
の
時
間
」
「
農
事
番
組
」
さ
て
は
、
ク

イ
ズ
番
組
の

「
話
の
泉
」

「
二
十
の
扉
」
ま
で
、

キ
ャ
ン
ベ

イ
ン
番
組
と
し
て
あ
っ

か
わ
れ
た
。

キ
ャ
ン
ベ
イ
ン

・
テ
l
マ
が
、
ど
の
く
ら
い
番
組
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
か
、
昭
和

二
十
六
年
中
の
実
施
数
に
つ

い
て
前
記
の
長
谷
氏
が
、
報
告
し
て
い
る
の
を
見
る
と

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

1 

東
京
(
ロ

ー
カ
ル
を
含
む
)

放
送
総
回
数

一
て
五
五
四

一
か
月
平
均

九
六

右
の
う
ち
種
類
別
(
二
二
種
類
)
に
比
較
的
放
送
回
数
の
多
い
の
は
、
公
衆



衛

生

の

て

八
八
四
回
を
ト
ッ
プ
に
、
公
共
安
全
、
経
済
安
定
、
農
業
改
良
普

及
、
社
会
福
祉
、
国
連
の
活
動
の
順
、
但

し

て

二
位
は
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

・
プ

レ
ー
ク
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。

2 

地
方
各
局
(
ロ

ー
カ
ル
)

放
送
総
回
数

。
八
八
二

一
か
月
平
均

九
、
二
四

O

右
の
う
ち
放
送
回
数
の
多
い
障
類
は
東
京
と
同
じ
く
公
衆
衛
生
が

一
四
、

四
八
回
、
以
下
農
業
改
良
普
及
、
公
共
安
公
、
経
済
安
定
、
社
会
福
祉
、
食
糧

の
増
産
と
供
出
の
順
で
あ
る
。

3 

テ
ー
マ
別
放
送
回
数

テ
ー
マ
数

て

三

O
一
項
目

全
放
送
回
数

四
三
六

一
項
目
当
り

九
四

個
々
の
テ

1
7
中
、
放
送
回
数
の
目
立
っ
て
多
い
の
は
主
と
し
て
農
事
、
衛

生
関
係
で
、

一
テ
l
マ
で
五
百
回
以
上
も
放
送
さ
れ
た
の
が
年
間
二
二
項
目
あ

る
が
、
最
高
は
「
地
方
選
挙
の
強
調
点
」
で
、
二
六
年
四
月
の
僅
か

一
か
月
間

に
全
国
で

一
、

一
二

九
回
も
放
送
さ
れ
て
い
る
。

婦

人

・

農

事

番

組

の

躍

進

第
二
に
、
聴
取
対
象
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
、
特
定
対
象
の
番
組
が
ふ
え
た
こ
と

で
あ
る
が
、
学
校
放
送
や
語
学
講
座
の
よ
う
な
も
の
は
、
戦
前
か
ら
の
番
組
で
あ
る

か
ら
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
と
く
に
、
対
象
意
識
を
強
調
し
て
、
編
成

・
演
出
の

面
で
多
角
的
な
総
合
番
組
と
し
て
躍
進
し
た
、
婦
人
番
組
と
農
事
番
組
と
を
あ
げ
よ

、守ノ
。婦

人
番
組
の
中
心
に
な
る
の
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
婦
人
の

時
間
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ニ
ュ
ー
ス

、
話
、
対
談
、
座
談
会
、

ド
ラ
マ

、

メ
モ

、

音
楽
な
ど
一
時
間
に
わ
た
る
総
合
番
組
で
あ
る
。
内
容
は
お
よ
そ
次
の
三
つ
に
わ
か

)¥. 

れ
る
。

1 

政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
問
題
を
扱
う
民
主
化
教
育
と
し
て
の
番
組

2 

日
常
生
活
に
直
接
役
立
つ
実
用
番
組

3 

一
般
教
養
と
し
て
、
婦
人
の
慰
安
と
激
励
に
な
る
、
慰
安
と
し
て

の
香
組

- 25一

こ
の
、
7
ち
、

ー
の
項
目
に
重
点
が
お
か
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
、
「
婦
人
の
時

間
」
の
目
標
は
、
第

一
に
民
主
主
義
思
想
の
啓
発
に
あ
っ
た
。
次
の
重
点
は
、
婦
人

参
政
権
担
得
初
の

二
十

一
年
四
月
の
選
挙
の
日
を
回
襟
に
し
た
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ

イ

ン
で
あ
っ
た
。

「
明
日
の
食
料
。
あ
な
た
は
な
に
を
食
べ
て
い
ま
す
か
、
今
の
日
本
で
も
っ
と
も

大
切
な
も
の
は
食
縦
で
す
。

た
べ
も
の
で
す
よ

そ
れ
は
昭
和
二
十

二
年
の
暮
か
ら

は
じ
ま
っ
た

「
明
日
の
食
糧
し
と

い
う
番
組
の
冒
頭
の
よ
び
か
け
で
あ
る
。
「
あ
な

た
は
ど
う
し
て
食

べ
て

い
ま
す
か
」
こ
れ
は
、
そ
の
前
年
五
月
に
発
足
し
た

「
街
頭

録
音
」
の
第

一
回
の
題
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
呼
び
か
け
や
露
骨
な
設

聞
が
く
り
返
さ
れ
る
ほ
ど
、
終
戦
直
後
の
数
年
間
、
わ
が
国
の
食
縄
難
は
深
刻
で
あ

っ
た
。
ヤ
ミ
横
行
、
米
よ
こ
せ
人
民
大
会
な
ど
、
食
槌
確
保
が

い
か
に
大
問
題
で
あ



る
か
を
語
っ
て
い
る
。
食
糧
増
産
が
、
荒
廃
の
相
国
を
立
ち
直
、
り
せ
る
至
上
命
令
と

も
い
う
べ

き
、
緊
急
な
事
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
農
事
放
送
が
、
こ
の
時
間
に
躍
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
要
因
が

あ

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
実
例
に
な
ら
っ
て
、
「
農

c
I
E
は
N
H
K
に
す
す
め
て

事
時
切
組
担
当
者
」

(R
・
F
・
D
H
(刃
包
ぢ

P
5コ
ロ
一
円
ゅ
の
円
。
。

の
全
国
組
織
を
作

ら
せ
、
東
京
の
農
事
課
を
強
化
し
て
、
そ
の
中
伎
と
し
た
。
こ
れ
が
完
成
し
た
の
は

二
十
四
年
四
月
で
あ
る
が
、
お
組
の
構
成

・
形
式
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
述

べ
て
い
る
の
で
、
農
事
番
組
の
骨
組
み

と
な

っ
た
、

R
F
D
三
か
年
計
画
を
紹
介
す

る
こ
と
に
と
ど
め
よ
う
。

第
一
年

(
昭
和
二
十
四
年
度
)

イ

ロ
ー
カ
ル
般
事
放
送
委
員
会
の
設
置

口
、
各
管
内
の
燦
作
物
、
農
家
生
活
の
実
態
調
査

ハ
、

R
F
D
連
絡
網
の
整
備

ニ
、
ア
メ
リ
カ

R
F
D
と
N
H
K
-
R
F
D
と
の
通
信
交
換

第
二
年
(
昭
和
二
十
五
年
度
)

ィ
、
世
界
主
要
因
の
農
業
立
地
と
農
実
生
活
の
実
態
調
査

ロ
、
各
管
内
農
村
文
化
の
実
態
調
査

ハ
、
全
国

R
F
D
会
議

第

(
昭
和

十
六
年
度
)

ィ
、
各
管
内
水
産
物
お
よ
び
漁
村
生
活
実
態
調
査

ロ、

各
管
内
林
産
物
お
よ
び
山
林
生
活
実
態
調
査

ハ
、
全
国

R
F
D
会
議

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

・
l
ド
ラ
マ

|

|

(
今
日
の
歩
み
)
|
||

昭
和
二
十
四
年
の
夏
、

c
I
E
ラ
ジ
オ
課
の
パ

l
ト
ラ
ン
デ
ィ
ア
ス
氏
か
ら
、

時
間
も
の
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
米
国
で
成
功
し
た
か
ら
、

N
H
K
で
も
や

っ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
示
峻
が
あ
っ
た
。
社
会
番
組
の
プ
ラ
ン
ナ

ー

を
前
に
し

て
、

B
氏
は
、
そ
の
評
判
を
と
っ
た
と
い
う
需
組
の
分
厚
い
台
本
を
ド
サ
リ
と
お
い

て
、
録
音
も
あ
る
か
ら
聞
か
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら

B
氏
の
講
義
が
は
じ
ま
り
、
「
1

|
初
会
の
重
要
な
山
題
を
と
り
あ
げ
、
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深
く
掘
り
下
げ
て
、
こ
れ
を
ド
ラ
マ
の
形
式
に
ま
と
め
て
、
強
烈
な
イ
ン
フ
ォ
メ

l

シ
ョ
ン

と
す
る
。
内
容
は
す
べ
て
事
実
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

時
間
を
通
し

一
つ
の

テ
1
7
を
扱
う
。
映
画
に
よ
く
あ
る
、
数
個
の
挿
話
を
集
め

て
や
る
事
は
許

さ
れ
な
い
。
企
画
者
の
意
見
が
入
っ
て
は
い
け
な
い
等

々
ー
ー
が
ア
メ
リ
カ

の
や
り

方
で
あ
る
。」
(
放
送
文
化
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
い
J

凹

O
H
)

ニ
O
分
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
許
組
で
す
で
に
手
を
焼
い

て
い
る
の
に
、
こ
の

う
え
一
時
間
の
お
説
教
番
組
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な
い
。
と
い
っ
て
、

c
I
E
の
示

峻
は
汗
の
如
し
で
、
引
込
む
は
ず
の

も
の
で
は
な
い
。
と
に
か
く
、
最
初
は
や
り
易

い
テ
l
マ
に
す
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
こ
ろ
施
行
さ
れ
た
犯
罪
者
予
防
厚
生
法
を
と

り
あ
げ
、
不
良
青
少
年
の
問
題
を
扱
う
こ
と
に
き
め
、
資
料
集
め
に
と
り
か
か
っ

--。

争
r
h



7
た
。

苦
労
の
揚
句
、
台
本
は
二
か
月
自
に
で
き
上
り旦取

」
初
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー

-
ド
ラ

一
O
月
三

O
日
放
送
に
こ
ぎ
つ

」
れ
が
、
「
今
日
の
歩
み
」
と
い
う
、

マ
で
あ
っ
た
。

月

一
本
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
資
料
の
蒐
集
、
演
出
の
問
題
に
い
ろ

に
な
る
。

い
ろ
困
難
が
か
さ
な
っ
て
、
実
際
に
放
送
に
な
っ
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う

第

四

第
二
回

第

四

第
四
回

「
君
達
は
何
が
欲
し
い
か
」

ー

l
l犯
罪
少
年
の
予
防
と
保
護
1
1
1

一O
月
三

O
U

後
八
、
一一一
O

脚
本

筒
井
敬
介

淳

演
出

山
口

「
そ
う
だ
そ
れ
こ
そ
僕
達
の
も
の
」

青
少
年
σ〉
ス
ボ

ツ

月

後
て

O
O

人

11 

脚
本

伊
藤
海
彦

義
口
出
英
夫

演
出

「
金
色
の
革
命
」

-|

租
税
の
歴
史

l
l

二
五
年

一
月
三

O
口

後
七
、
二一

O

脚
本

筒
井
敬
介

演
H: 

伊
藤
信
雄

「
法
泣
か
ず
」人

権
擁
護

二
月
二
八
日

後
八
、

0
0

脚
本

伊
藤
信
雄

甲
閏
長
正

演

第
五
回

第
六
回

第
七
回

第
八
回

「
あ
る
心
の
記
録
」

|
|
社
会
教
育
の
問
題
1
1
1

四
月
二
七
日

後
八
、

0
0

脚
本

新
井
太
郎

演
出

永
U
;
l
 
弘

「一一一
一
一
一
の
椅
子
」

ー

l
選
挙
の
問
題
|
|

六
月
E
U

後
八
、

0
0

脚
本

備

近
江
れ

演
出

111 

「
私

一
人
で
沢
山
だ
」

肺
結
核
σコ
問
題
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八
月
二
七
日

後
八
、

0
0

脚
本

演
川

西
沢

笑

伊
藤
信
雄

「二
百
八
十
万
の
人
々

」

務

脚
本

イ布

演
出

藻
寄
準

111 

「
今
日
の
歩
み
」
は
係
組
編
成
の
常
識
か
、
り
す
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
大
胆
な
企
画
で

あ
っ
た
が
、
聴
取
者
か
、
り
の
反
響
は
、
か
な
り
良
い
も
の
が
多
か
っ

た
。
設
組
の
反

響
の
こ
と
を

い
え
ば
、
山
間
回
の

「
悲
泣
か
ず
」
は
、
人
権
問
題
を
と
り
あ
げ
た
も

の
で
あ
る
が
、
要
望
が
多
く
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作

っ
て
配
布
し
た
が
、山中
込
数
は

な
考
え
方
か
ら

実
に
一
五
万
に
k
っ
た
。
そ
の
次
の
「
あ
る
心
の
記
録
」
は
、
社
会
教
育
の一

般
的メ九

止二

公
民
館
の
問
題
に
お
よ
ん
だ
が

」の
放
送
が
あ
っ
て
か
ら



国
的
に
設
置
運
動
が
お
こ
り、

公
民
館
が
急
増
し
た
と
い
わ
れ
た。

熱
狂
的
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
も
っ
と
も
反
響
の
あ
っ

た
も

の
は
、
「
私
一

人
で

沢
山
だ
」
で
、
社
会
問
題
と
し
て
の
肺
結
核
を
取
扱
っ
た
も
の

だ

が
、
「
珠
玉
を
ち

り
ば
め
た
よ
う
な
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
の
が
、
部
内
考
査
の
批
評
で
あ

っ
た
し
、
療
養
所
か
ら
感
激
の
投
書
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
。

文
書
番
号
・

A
7
7
7

前
項
の

「
今
日
の
歩
み
」
が
誕
生
す
る
話
の
く
だ
り
で
、
イ
ン
フ

ォ
メ

ー
シ
ョ
ン

役
組
の
担
当
者
の
前
に
、
分
厚
い
放
送
台
本
が
置
か
れ
た
と
書

い
た
が
、
そ
れ
が
ア

メ
リ
カ
で
成
功
し
た
と
い
う
、
こ
の
妙
な
名
前
の
番
組
の
ス
ク
リ
プ
ト
で
あ
っ
た
。

原
作
と
演
出
は
、
有
名
な
作
家
で
あ
り
、
演
出
家
で
も
あ
る

/
|
マ
ン

・
コ
l
ウ
ィ

ン
で
、

一
時
間
も
の
の

イ
ン
フ

ォ
メ

ー
シ
ョ
ン

・
ド
ラ
マ

、
テ
ー
マ
は
世
界
人
権
宣

言
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
出
界
人
権
宣
言
と
い
う
の
は
、

一
九
四
八
年
一
二
月

O
目
、
パ
リ
で
聞
か
れ
た
国
際
連
合
第
三
回
総
会
で
採
決
さ
れ
た
「
全
世
界
の
人
民

及
び
民
族
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
規
範
」
と
し
て
、
人
権
、
性
別
、
言
語
、
宗
教
、

政
治
、
財
'
肱
、
地
位
、
出
回
、
生
絡
の

い
か
ん
を
間
わ
ず
、
人
権
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
待
辿
を
廃
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
文
書
番
号

・
A
|
7
7
7
」
と
い
う
の
は
、
国
際
連
合
第
三
次
総
会
議
事
録
に

あ
る
正
式
原
文
の
整
理
番
号
な
の
で
あ
る
。
同
名
の
、
こ
の

臥
d
og
s
g
H
〉
¥叶
3
3

は
、
国
連
放
送
部
の
企
画

・
制
作
に
よ
る
も
の
で

い
ま
述
べ
た
よ
う
に
ノ

l
マ
ン

-
コ
l
ウ
ィ
ン
の
作
な
ら
び
に
演
出
で
、
ア
メ
リ
カ
の
四
大
ネ
ッ

ト

・
ワ

ー
ク
の

一

つ
M
B
S
の
系
統
で
全
米
に
放
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
堅

い
テ
l
マ
の
ド
ラ
マ
で
、
よ
く
も
持
た
せ
た
(
原
作
は
一
時
間
半
〉

と
感
心
す
る
が

台
本
の
終
り
に
い
っ
て
、
謎
が
い
く
ぶ
ん
と
け
る
よ
う
な
気
が
す

る
配
役
の
な
か
に
映
画
で
お
な
じ
み
の
、
シ
ャ
ル
ル

・
ボ
ワ
イ
エ
、

ロ
ナ
ル
ド

・
コ

ー
ル
マ
ン
、
ジ
ョ
ン

・
ク
ロ
フ
ォ

ー
ド
、
チ
ャ

l
ル
ス

・
ロ
l
ト
ン
、

ロ
ー
レ
ン
ス

-
オ
リ
ヴ
ィ
ェ

、

エ
ド
ワ

ー
ド

・
G
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
な
ど
が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

」
れ
な
ら
聴
取
者
の
興
味
を
つ
な
ぐ
要
素
は
充
分
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
聞
い
て
み
る
と
こ
の
喬
組
を
つ
く
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
の
資
料

を
集
め
、
精
密
タ
実
地
調
査
を
や
り
、
プ
ラ
ン
ナ

ー
も
大
勢
の
助
手
を
使
っ
た
そ
う
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で
あ
る
。
そ
れ
で
は
い
い
番
組
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

B
氏
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
、
こ
の
放
送
台
本
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

ド
ラ
マ

の
バ

イ
ブ
ル

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
手
間
と
費
用
を
か
け
れ
ば
、
当
然
と
思
え
る
の
で
あ

る。
こ
の

「
文
書
番
号

・
A
7
7
7
」
は
、
「
今
日
の
歩
み
」
の
枠
外
放
送
と
し
て
、

二
五
年
二
一
月

一
O
日
の
「
陛
界
人
権
宣
言
記
念
日
」
の
午
後
八
時
か
、
り
、
企
画

・

重
回
定
邦
、
演
出
山
口
淳
、
脚
色
藻

寄

準

て

作

曲
指
抑

・
服
部
正
、
出
演

・
夏
川

静
江
、
加
藤
精

て
東
野
英
治
郎
、
中
村
伸
郎
、
芥
川
比
百
志
、
北
沢
彪
の
諸
氏
等

の
ス
タ

ッ
フ
に
よ
り
全
国
放
送
し
た
。



結

ぴ

教
養
番
組
は
、
「
学
校
放
送
」
の
よ
う
な
数
育
的
番
組
と
「
語
学
講
座
」
の
よ

う

な
補
習
教
育
的
な
も
の
と
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
社
会
教
育
的
な
も
の
と

に
、
二
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
戦
後
の
特
徴
は
、
そ
の
社
会
教
育
番
組

の
多
彩
化
と
活
発
化
と
に
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

戦
後
い
ち
は
や
く

G
H
Q
は
、
日
本
政
府
に
対
し
「
政
治
、
信
教
な
ら
び
に
民
権

の
自
由
制
限
撤
廃
に
関
す
る
覚
書
」

(
昭
和
二

O
、

一O
、
四
)
を
指
令
し
た
が
、
こ

れ
は

C
I
E
の
放
送
指
導
の
基
礎
に
な
っ

た
。
戦
前
や
戦
時
中
に
は
、
考
え
ら
れ
も

し
な
か
っ
た
政
府
の
政
策
批
評
が
堂
々
と
番
組
に
う
た
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
の
講
演
番
組
の
乾
燥
性
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
前
記
の
よ
う
に
、
番

組
の
形
式
や
演
出
の
面
に
ア
メ

リ
カ
式
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
入
っ
て
き
て
、
多
角
的
な

構
成
が
流
行
と
な

っ
た
。

い
わ
ゆ
る

「
ト
l
ク
と
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
」
で
、
話
の
あ
と

の
息
抜
き
の
音
楽
が
、
定
型
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
現
地
録
音
、
描
写
、
解
説
、

評
論
な
ど
の
配
列
、
時
間
の
割
り
ふ
り
は
、
い
か
に
聴
か
せ
る
か
の
工
夫
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
時
に
翻
訳
臭
が
つ
よ
く
、
む
き
出
し
の
説
得
と
性
急
な
啓
発
が
、
聴

取
者
の
反
感
を
招
い
た
番
組
も
、
た
し
か
に
あ
っ
た
。
こ
と
に

「
イ
ン
フ

ォ
メ

l
シ

ョ
ン

・
ア
ワ

l
」
の
編
成
に
は
、
当
初
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
批
判
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど

も
総
括
的
に
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
教
養
番
組
は
、
放
送
史
の
う
え
に
二
つ

の
意

義
を
持

っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
は
「
ロ
ー
カ
ル

・
シ
ョ

l
」

な
ど
の
強
制
執
行
と
選
奨
に
よ
っ

て
、
地
方
局
の
番
組
制
作
技
術
を
、
こ
の
時
期
に

お
い
て
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
I
C
E
に
は
、
占
領
政
策
推

進
と
い
う
目
的
と
制
約
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
放
送
法
に
よ
っ
て
志
向
さ

れ
る
ま
え

に
、
真
剣
に

「公
共
の
福
祉
」
を
考
え
る
こ
と
を
、
わ
が
公
共
放
送
人
に
教
え
た
の

は
、
ア
メ

リ
カ

の
商
業
放
送
出
身
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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Typewriting教育法の研究 その1

一一 Typewriterの開発とUniversalKeyboardの問題一一

井口美登利

O. ま えがき

1. Typewriterの開発

1. 1. Henry Millの発明

1. 2. William A. Burtの機械

1. 3. Christopher L. Sholesの Typewriter

1. 4. Universal Keyboardの採用

2. Universal Keyboardの問題

2. 1. Universal Keyboardの欠点

2. 2. Simplified Keyboardの提唱

2. 3. New Keyboardの後退

2. 4. Universal Keyboardの部分的改良

2. 5. Universal KeyboardとTypewriting教育
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o. ま えがき

主題である ‘'Typewriting教育法"の問題について，はじめに， その対象と目的 とを 明

らかに しておき たい.

1. ここに Typewritingとい うのは 英文 (欧文を含む.以下同じ.)Typewriterを使用

する英文の Typewritingを主とし，邦文 Typewriterを使用する “漢文仮名交り文"表

記による日本文の Typewritingは これを含まない.

英文 Typewriterと類似の構造および機能をもっカナ Typewriterを使用する “カナモ

ジ"表記による日本文の Typewriting，および，英文 Typewriterを使用する “Roma.

ji"表記による 日本文の Typewritingについては，自国語を補助的な手段で表現すると

L、う問題を除いて，多くの部分については 対象となり得る.

Teletype， Telexのような印字式加入電信，あるいは Monotypeなどのように，その構

造およ び操作が英文 Typewriterと類似するものについては，CommunicationのChan-

nelとMediaの問題を除き ，すくなくとも その教育法については 対象となる.

2. 英文Typewriting教育においては，その語裳 ・文法を異にする 母国語以外の外国語を

用いて表現すると Lづ 問題を 必然的に 包含する .従って その面については，広〈

外国語教育の全般 と不可分の関係を持ってくるのは 当然であるが，たしかに語学力の

問題は 我が国におけるTypewriting教育の根本的な障害のひとつである.

およそ，内容についての充分な理解に欠けていれば，その適切な構成と表現の困難であ

ることは Handwritingにしても Typewritingにしても 同様であり ，従ってこの制

約が Typewriting教育のいわゆる ProductionPracticeの段階で 直面しなければな

らない重大な問題であることは容易に理解できょう .さらに それ以前に，Key加 ard

の Masteringにはじまる TechnicStudyないしは SpeedTypewriting の段階において

も，こうした事情を充分に考慮した指導を行うことが 必要となってくるのである.

ここに，臼本におけるTypewriting教育の特殊性に対応した独自の教育法の確立を 必

要とする所以がある.

3. 一般に 教育の場にあっては， TheoryとPracticeの両輪が適切かつ効果的に かみ

合わされねばならないものと考えるが，Typewriting教育については 特に 両者の緊

密な連繋が不可欠である.

教育および教育法に関する Theory探求の根底となるものは， 言 うまでもなく ， その

Philosophyであり ， Practiceの計画と運営の基椴となるものは Physicalな要素をふ
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くんでの Psychologyであろう .

本稿は我が国の Typewriting教育，特にその教育法に関する TheoryとPracticeの

問題を，Philosophyおよび Psychologyの源に遡り つつ 考察して行 くことを 主要な

目的とする.

1. Typewriterの開発

1. 1. Henry Millの発明

Typewriterの発明は，すくなくと も， これを 1714年にまで遡ることができる.す なわ

ち，この年の 1月17日，Englandの Anne女王 (1665-1714)は “字を書く 機械"に対する

Patentを 申請者 ・HenryMillに与えているのである .

Gutenberg (Johann， 1394/99-1486)に始まる活字印刷術の発明とその実用化は，単なる

技術上の成果に止らず，広〈知識の普及という大き な問題に対して輝かしい功績を残 したの

であるが，彼が ]ohannesFustと共に，いわゆる 42行本聖書の組版に着手したのは1452年

のことである .活字印刷による 最初の辞書 Catholiconの刊行は 1460年であり ，これは

宗教の制約を離れた 世俗的な出版事業の端緒として 注目されるが， 同時に， その内容

に端的に象徴されるように，学問と知識の普及と L、う将来の方向が示 されている事実も ま

こと 興味深いと云わねばなるまい.

その後 250余年，すなわち 15世紀後半から 18世紀初頭にかけての，西欧を中心とす

る 政治 ・経済 ・科学 ・技術の発達は目覚しく ，ここに近代文化の形成が進められたことは

多言を要しない.そして，こうした社会的および文化的背景のもとに，いわば 活字印刷術

の個人化ともいうべき ，Typewritingを生みだす素地があったのである .

1. 2. William A. Burtの機械

Americaにおける最初の Patentが WilliamAustin Burtに与えられたのは，Millよりも

さらに 1世紀以上おくれた1829年のことであった.Michigan 州 MountVernonに住むBurt

が自 らの “字を書く機械"の開発を志した動機は，文書作成ないしは文書処理の能率向上に

あったと伝え られる.従って，すくなくとも此処には 必要は発明の母 という関係が存在

していたわけである . しかしながら， その独創的な Ideaにもかかわらず 彼の機械には

その実用化を阻む，ひとつの致命的な欠点、があった.それは，この機械で字を書くには ベ

ンで字を書くよりも いささか多くの時間を要した ということである.

今 日，我国における邦文 Typewriterの普及が，一定の限度に止まっているのは，“漢字仮

名交じり文"と L、う国語表記上の制約か ら 多数の活字を備えた機械の複雑な操作を必要と

することに原因があるのは勿論であろうが，なに よりも ，Typingの SpeedがHandwriting
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に比して大差があり ，熟練を以てしても 到底補い得ないということにある現状を想起させ

ずにはおかない.

1. 3. Christopher L. SholesのTypewriter

Burtに続いて，多くの発明家 ・技術者ないしは好事家が “字を苫〈機械"の改良と その

実用化の問題に挑戦したが，いずれも部分的な成功をおさめたに止り ，信頼性 ・操作の簡便

性，そしてなによ りも ，ベン書きをしのぐ速度の問題を克服することはできなかった.

最初の実用化 された機械，すなわち，前述の問題を ある程度解決して，企業化された機械

の端緒をひらいた ChristopherL. Sholesは，Burtから数えて実に52番目の挑戦者にあたっ

ている.

Wisconsin州Milwaukeeの人 Sholesは，当時 その地の税関吏 ・郵便局長を勤めたが

趣味家としても知られ，この問題に関心を抱いたのは，彼が48才の時であった.たまたま ，

]ohn Prattの考案にかかる “字を書く機械"の記事を読んだ彼は，かねてより自分の手がけ

ていた “PageNumbering Machine" と，その構造が類似しているのに気がつき ，友人両

名との協力の もと に数字に加えて文字をも自由にうてる機械を完成させた. さらに改良を加

えて実用化の確信をかため，出資者として参加した ]amesDensmoreの努力もあ って，合

衆国政府より 二つの Patentを獲得したのであるが，この時，はじめて “Typewriting"とい

う名称が用いられている.その日付は 1868年 7月23日および 7月4日であり ，この年があ

たかも我国の明治元年にあたっているこ とは，まことに興味深い.従って，近代 Typewriter

の歴史は，ようやくここに百年を閲したことになるのである.

図 1

図 2

English 

(British 

Empire) 

①①①⑦①①①①①①O 
①①①①①①①の①①00
①①①①①①G①①。。
①①①①①①①00の

①①①①①①①①G②① 
①①①①①①①①①①③① 
①①①①①①G①80② 
①①①①①①①。。⑦
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①①①⑦①①①①①①① 
n ①①①①の①①①①①②①

(uatika〉①①①①①①①①①。①

①①①①①①①000 

①①①①①①①①⑦①⑦ 
①①①①Gの①の①①G①

tZi;ie〉①①①①①①①①①①①
①①①①①①。。。①

①⑦①⑦①①①①①①G 
①①①①のの①①①①00
①①①①①①G①①①。
①①①①①①①。。。

C①①⑦①①①①①①① 
①①①①①①①①①①①C 
①①①①①①①①①①① 
①①①①①①①ののG

①①①①①①①①①①① 
①①①①①①①の①①①①
①①①①①①G①①①⑦ 
①①①①①①。00。
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図 8

English 

(Japan) 

①①①①①①①①①①① 
①①①①①①①C①①⑦① 
①①①①①①①①①。②
①①①①①①①。。⑦

1. 4. Universal Keyboardの採用

今日 世界中で使用 されている欧文 Typewriterの Keyboardの基本的な配列は 図1

の ものであ って，通常 UniversalKeyboardと呼ばれている.もとより ，Russianや Greek

あるいはカナ文字のように，その字母を異にするものはこの限りではないが，Roma字を使

用する English，American， French， Spanish， German， Italian等の配列も ，各国語の特

性に対応するための 若干の変更を除いては 図一2，3， 4， 5， 6， 7， 8 に示すように

ほとんど同一である .

現在使用されている Typewriterの Keyの数は42-48であり ，これは Make，Modelに

よって異同がある.周知のように，ひとつの Keyには ふたつの Letter， Figure，あるい

はSignが組み合せてあり ，これを ShiftKeyにより 切り換えて印字する.

A-Zまでの Alphabetは，原則として，CapitalとSmallLetter の組み合せとなっている

から，Key Topの表示は便宜上 Capitalを用いている.

ここに掲げたのは 44-Keyを備えた Hermes3000/Media 3/Standard 8 Typewriter 

(Swiss， Paillard社〉 の提供する Keyboardの一部であ るが，全体としては，38国語に対す

る116磁類の配列がある .その中で，Roma字を使用しないものは Bulgarian，Greco-latin， 

Greek， Hebrew， ]apanese (Kanamoji)， Serbian， Ukrainian， Russianの 8国語に対する

8種類の Keyboardである ・また，Roma字を使用するが，全く UniversalKeyboardによ

らない ものは，PortugueseとTurkishの 2国語に対する 2種類の Keyboardのみである.

図 9，10にその例を示しておいた.

図 9

Portuguese 

①①①①①①⑦①①①G 
G①①①①①①①①①。。
①①①①C①①①①①。
①①G①①①①①①。
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図 10

Turkish 

①①①①①①①⑦①①① 
①①①G①①①①①①①① 
①G①①①①①①①①① 
G①①①①①①①。。

こうした配列の祖型を作ったのは同じく SholesとDensmoreであった.印刷技術にも精

通していた両人は，最初 印刷所における活字箱の配列を基礎として Keyboardの配列を定

めたが，当時の機械の構造上の問題もあって，1872年，すなわち ， 1号機の製作後 5年目に

図11 のように改めている.

図 11 ①①①①①①①①808 
①①①①①①①G①①G 
①①①①①①①①①① 

①①①①①①①8000 
この Keyboardは 43の Keyおよび SpaceKeyからなっている.当時の TypewriterはA

-zまでは Capitalのみで，Small Letterをうつことはできなかった.

今日のように SmallLetterをも うつことができるようになったのは1878年のRemington

Mode! 4以後に属する .

図 1 と比較すれば この Keyboardが現在のいわゆる UniversalKeyboardと殆んど

致していることは容易に指摘できるのである.逆i口、えば，Mechanismの著しい進歩と改

良にもかかわらず Keyboardの配列のみは，90余年にわたって目立っ た変化を見せていない

ことになるが，このことは，必ずしも Sho!es=Densmoreの配列の優秀性を示すものでは

ない.すでに 1872年の改定の時にあたっても ，Sholesは，自らの第 l号機以来の配列にこ

だわっており ，“従来の配列を忘れて，新規の配列を覚えるためには，非常な困難を伴う "と

L、う苦情をも らしているのである. はやくも 1860年代の後半，Alexander Davidsonが

自らの理論による新配列を提案しているが，広い支持を受けることなく挫折し， そ れ 以 後

1940年代における AugustDvorakに至るまでの数々の新配列の理論が.その多くの利点に

もかかわらず，， 、ずれも失敗に終っているのは，主として，旧配列に より 修得した自己の技

術に既得権意識を持つ Userの抵抗と ，それに迎合する Makerの Commercialismに帰せら

れる.たとえば1960年代に開発された IBM社の Selectricのごとく ，全く新しい Mecha-
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nism による Typewriterにしても ，その Keyboardのみは， 旧配列をほとんど その ま

まに踏襲しているのである .

合理化を白的とするこの種の技術的な改良の直面する問題については，ひと りTypewriter

の場合に限らない.その典型的な例と しては 時 計の文 字板と 指針をあげればよ いであろ

う.60進法と L、う特別な数え方・にもその一因はあろうが，今日広〈 使用されている時計に よ

る時刻の読み取り方が いかに複雑な ものであるかは，幼児に対する時計教育の場合を考え

れば明らかである.太古の 日時計の文字板をう けついだまま，短針に長針 さらには秒針を

加えた構成が，今 日に至る まで標準的なものとして残されているのは，考えてみれば ひ

とつの不思議で、さ えあろう .最近よ うやく数字i直読式の，いわゆ るDigital時計がRevivalし

てきているが，合理的な時刻ないしは 時間表示に対する提案は 過去にも再三にわたり行

われて きたのである.
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2. Universal Keyboardの問題

2. 1. Universal Keyboardの欠点

著 しい Mechanismの改良にと もなって Typewriterの使用が急速に普及する に従い，一

層の TypingSpeedの増加と操作の簡便化 ・合理化を望む声が高くなり その有効な解決方

法として数次にわたり新配列による Keyboardの提唱が行われたのである.

しからば，Universal Keyboardの欠点は いかな る点にあ るのであろうか.

最初にこの問題を指摘し たのは，1922年の R.E. Hokeであり ， 続いて 1929年の E. A. 

Riemerであった.両者の調査に共通する第一の点は，Universal Keyboardによって普通の
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語集の英文をう つ場合， 左手の分担する Keyの方が右手の分担する Keyよりも 多くなると

L、う 事実を あげ，これは，大多数の人聞が右利きである以上，不合理を免れないという ので

ある.

Riemerによれば，左手579ちに対して，右手4396の比率になっている Typingにおけ

るSpeedと持久力に対する実験の結果，左手は右手よりも 1096以上低い成績しかあげ

られなかった.これは.かなりの練習量をもって しても補い得ないのである.

第二の点として，それぞれの指に対する分担が著 しく不均衡であり ，しかも ，強い指より

も弱L、指に，より 大きな負担のかかる場合が多いというこ とである.

その一例 として，右手の中指の分担は僅かに 7.2%過ぎないのに，左手の小指は実に

8.296を分担していると Lづ結果をあげている.

要するに， Universal Keyboardにおける指の分担は，人聞の指の能力 を考慮する点が少

< ，甚だ非能率的であって，Typingの Speedをさまたげ，Typistの疲労を増す要素を多く

合んでいることになる.

こう した点について，さらに調査を進め，一層明確な結論を示したのは，1930年代におけ

るAugustDvorakおよびWilliamDealeyおよびその協力者たちであった.“右利きの人聞

が左利きの Typewriterを使っているのは不合理だ" という Dvorakの言葉は， よくそれを

象徴しているが，この点は，既に Riemerの指摘した通りであった.彼等はさらに，Univer-

sal Keyboardの致命的な欠点として， 最上段の数字を除く 上 ・中 ・下段に配列 された各

Keyの使用度数を分折した結果を示している. すなわち， 上段の Keyの使用度数の合計は

52%に達するのに対して，中段の Keyの使用度数の合計は 32労に過ぎず，この比率は当然

逆にならなければならないと主張したのである.これは通常の場合に指をおく Key一一いわ

ゆるHomeKey--が中段にあ るからには， まことにもっともな説であろ う. また，上段

の使用度数が全体の50%以上を占めることから，中段を越えて，上段から下段，下段から上

段へ と同じ指を移さなければならぬ組み合せ一一LetterCombination-一ーがTypingの28勿

にのぼると いうまことに不都合な結果を生じると して，従来の UniversalKeyboardにかわ

る全く新しい Keyboardを提案し たのであっ た.これが SimplifiedKeyboardである.

図 12

SPACE BAR 
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2. 2. Simplified Keyb叩 rdの提唱

1932年に特許を得た DvorakjDealeyの SimplifiedKeyboardは 図12 に示すものであ

るが，彼等:はその長所として，次の点をあげている.

1 .右手5496，左手4696になる指の分担は，人間の手の能力に適合し，無理!がない.

2. すべての母音を左手の分担とした結果，右手だけでうたねばならぬ 羽TordもSyllable

もなくなる.左右相互にうつ組み合せは著しく増加して，全体の三分の二以上となる

から Typingの Speedを増加し，Typistの疲労を軽減する.

3. それぞれの指に対する分担の比率も，人聞の指の能力に適合している.

4. 困難な指の組み合せ，特に中段を越えて上段から下段，あるいは下段から上段に同じ

指を移さねばならぬ組合せは85%減少する.

5. 隣接 し た指を連続してうつ組合せは90%減少し ， 同じ指を連続してうつ組合せは75~杉

減少する.

6. 全体の70~ちが中段の Key だけでうてるし，中段か ら上段， 下段から中段へと指を移す

組み合せも大いに減少する.

以上の結果，従来よりも遥かに，速く ・正確に ・楽に Typingができることになるから，

Typing教育のための時間も大幅に短縮できるというのである.

ここで Dvorakが SimplifiedKeyboardの利点の中にTyping教育の合理化とい う点を強

調していることは，まことに興味深いのであり ，彼等はその例証として， この新しい Key-

boadにより教育された学生の方が，従来の Keyboardで教育された学生に比し，格段に優秀

な成績をおさめた資料を数多く提示 しているのである.

2. 3. New Keyboardの後退

こうした数々の長所 ・利点にも かかわらず，DvorakjDealeyの SimplifiedKeyboardは，

結果として， 従来の UniversalKeyboadに取って代わることができなかった. しからば

その理由は いかなる点にあっ たのであろうか.]ane Clemによれば，新しい Keyboardの

採用によって得られるものよりも ，たとえ一時的であっても 失うものの方が多いというの

が 大半の意見であり ，Typingが既に Businessの世界で大きな役割りを占めるに至ってい

たと L寸時期的な問題が，もはや この改革を不可能にしたと言っている.

Businessの立場からすれば，新しい決定をするにあたって，それによっ て生ずべき利害 ・

得失を優先的に考慮するのは当然であり ， 同じく 1930年代よりはじまった ElectrIcType-

writerの本格的な開発とその普及が， それなりに多少の抵抗があったにもせよ ，急速に笑現

して行った事実と対比されるのである.結局 Keyboardを改めるよりも ，電動化による能率

の向上の方が有利と判断されたこと になろう .そして，Electric Typewriter には，Speed 

の増加 ・疲労の軽減に加えて，均一で鮮明な印字という Typingの質的な改良をその大きな
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利点としており， これは新しい Keyboardの採用によっても望み得ることがすくなかったの

である .

BlackstoneとSmithは，Typing教育の見地仇ら この問題を論じているが，新Keyboard

により教育された TypistがOfficeに入って来る場合，雇用者側は 新|日二種類のKeyboard

による Typewriterを設備しなければならず，たとえ過渡的であるにもせよ ， こうした混乱

とそれに伴う出費の増加に対して鴎踏したことが，Simplified Keyboardの普及を阻んだ大

きな原因であったとしている. さらに，ある時期には必要となるであろう従来の Keyboard

により教育された Typistの再教育の問題一一彼等自身の抵抗をも含めてーーをも併せて，

失う点の方が大き いと判断 した場合の多かったことは，容易に想像できょう .

この場合，もうひとつ問題となったのは，Universal Keyboardに熟練した Typistが，

一定期間の再教育によ り，Simplified Keyboardtこ転換した場合，同じく優秀な Typist

となり得るだろうかと L、う疑問である. Dvorakによれば，これは可能であり ，従来よ

りもさ らに技備と能力の向上が期待できると言っているが，これは軽々に判断できか

ねることてーあり ，すくなくとも5齢、説得力を持つ根拠には欠けていたと思われる.

2. 4. Universal Keyboardの部分的改良

Simplifled Key加 ardの ような，根本的 ある L、は 徹底的な Keyboardの改革は，その

後も有力とはな らなかった. しかしながら，Universal Keyboardの不合理性ないし ゴド能

率性の問題は残されたまま現在に及んでいるわけである.そしてこれは，Typewriterの構造

的な改良と L、う方法だけでは克服することの困難な問題なのである.しかしながら，部分的な

Keyboardの改良に対する提案となれば， その後も数次にわたり行われ， あるものは笑現さ

れているのである.

図 13 -1①①①⑦③①①①①①①⑦ 
Electric ①①①①G①①①①①①① 

①①①①①①①①①。。①
①①①①①①①00① 

図 3-2①①①①⑦①①①①①①① 
Manual 

Standard 

①①①①①①①①①①②① 
①①①①①①①①①G①① 
①①①①①①①OOCD 
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その一例として ElectricTypewrterの普及による，Electric Typewriter用の Keyboard

があげ られよう .図13 は 現在市販さ れている ElectricTypewriterの Keyboardを同じ

Makerの ManualStandard Typewriterの Keyboardと比較したものである.

ほとんどすべての ElectricTypewriterには， 特定の活字を連続して印字できる Repeat

Keyの機構があり ，そのために 連続して印字する必要のある活字を組み合せた方が便利で

あることから，最上段の数字と符記号の組み合せが改められている.この場合，電動化に伴

う新しい機能に応じた Keyboardの部分的改良が受け入られたのである.

英語以外の Roma字を使用する国語のための Keyboardについても ，それぞれの自国語に

特有な文字あるいは記号を備える必要から Keyboardに多少の異同があるのは当然であろう

が，さらに使用度数を考慮して，部分的に Keyの配列を変更する例もすくなくない.図 4，

5， 6， 7に見られるように Universal Keboardを基本としながらも 自国語の特性に応

ずる変更が行われているのである，例えば 図 6 の GermanKeyboardには，Aa， Oo， 

U，戸のような英語にない活字を備えるのは当然として，② zと⑦ Yの Keyを入れかえて

ある. ドイツ語では前者の使用度数が後者に比して遥かに高いからである.

図 14

German 

CJapan) 

①①①⑦①①①①①①① 
①⑦①①0O①の①①①G
①①①①①①G①①CDCD 
①①①①①①①①⑦G 

ここに述べた GermanKeyboadは， 自国語用のものであるから，我が国で販売 されて

いる Typewriterの GermanKey加 ardとは別である.図14 は後者であり ，③と②

と入れかえは行われていない.その理由は 我が国における GermanKeyboardの用途

が， “Englishを主とするが，時に Germanもうちた¥，"あるいは その逆であること

が多いからである.

こうした部分的な変更の結果を英語のための Keyboardの改良にあてはめることは当然考

えられてよいのであるが，例えば，Stutsmanは@a Keyと① jKeyの入れかえをする

だけでも UniversalKeyboardの欠点を大幅に軽減できると主張した.たしかに英語におけ

るAとJとの使用度数には大差があり ，前者が左手の小指と い う最 も弱L、指のひとつで分担

し， 後者を右手の人 さし指 という最も強L、指のひとつで分担することは不合理である.こ う

した明瞭な事実が示されても ，実際に自らの Typewriterの Keyboardを変更しようとなる

と，そこには大きな決断が必要であると言わねばなるまい.
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2. 5. Universal KeyboardとTypewriting教育

DvorakjDealeyの場合にせよ ， Stutsmanの例にせよ ， 理論的には 大いに根拠のある

Keyboardの改革 も， 現実には その実現が困難であり ，仮りに音声がそのまま印字される

とい うような画期的な機械が開発されるまでは おそらく UniversalKeyboardは 従来の

Typewriterと その運命をともにするであらう . しからぱ 現在の Typewriterと現在の

Keyboardを使用 して いかに能率的な Typingを行うかということが当面の問題となって

くる. そして，そのためには，Dvorakをはじめ多くの人々によって指摘された諸々の欠点

と不合理とを 改めて認識する必要があらう .その上で，Keyboardの変更以外の方法で

その欠点を克服ないしは軽減するための工夫が真剣に考えられなければならぬのであり ，こ

れが Typewriting教育についても ，基本的な前提として考[@すべき条件であることは云う

をまたない. しかも ，我が国における Typewritig教育については，全く文字を異にし，文

法を別にする外国語をうっと い う大きな Handicapに加えて，短時間のうちに Keyboardの

Masteringをはじめ LetterTyping， Manuscript Typing， Tabulationを含む Production

Practiceに及ぶ広範囲の Requirementを集中的に習得させねばならぬという制約を持って

L、るのである.従って，その Programmingを綿密かつ合理的に計画する必要性は，我が国

の場合にあってこそ，特に大きいと言わねばならない.そしてその内容は，Universal Key-

加ardの欠点を充分に分折し， これによって生ずる諸々の障害を効果的に克服ないし軽減す

ることのできる技術的な配慮が その中心課題となってくるのである.

母国語をうつ欧米諸国にあっては， ほとんどの家庭に Typewriterが普及している現状

であるから， Keyboardの Masteringにはじまる初歩的な Typewritingの技術は， 家

庭及び初等教育の場において，試行錯誤的に，長い時間と豊富な練習量を通じて習得す

ることが可能である. 学校における正式の Typewriting教育は，その上に立って， む

しろ ProductionPraticeを中心に行 うことが可能である .すなわち.我が国の場合とは

その出発点において既に大差があると云うことができょう .
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文型練習にお け る 問 題 点

田島 富美 江

はじめ に

Fries は Oralapproachについて“Theoral approach centers attention fundamentaIly 

upon learninig a language as a set of symbols to be spoken and understand when 

heard.町1)と述べ，更に，それは言語学習の最初の段階で達成すべ き目的を指す名前であり，

その目的とは，口頭での発表 (oralproduction)および，話された場合の理解 (receptive

understanding)に必要な一群の習慣を作ることである，としている。そ してこの oralpro-

ductionの面を受け持つのが，文型練習である。 言語学習が habit-formationであることは，

Friesのみならず，Palmerによってもすでに述べられたことであり ，またW.M. Riversや

B. F. Skinner等が心理学の商からの研究をすすめて， habit-formationのために文型練習の

ような反応学習を支持している。

しかし，この文型練習に，最近批判の声があがっていることは疑いなL、。すなわち，教室

内では oralproductionの練習がなされているのに， それが実際の生活場面に活かされてい

ない，ということである。この時にあたり ，文型練習の問題点を探り ，今後のあり方を考察

してみる必要があ るように思われる。

文型練習の原理と現状

実際の生活場面における oralproductionの能力を養うためには，Friesや Ladoの主張す

る文型練習だけで充分なものではなL、。しかし，英語学習に重要な sentencepatternを耳と

口 (recognitionと production)によ って練習し，将来， ¥、かなる situationに遭遇 しても，

正確に発表できる言語習慣を形成する，と L、う立場をとる oralapproachにおいて，文型練

習の占める比重は，かな り大きいといえよう。

そして，先ず第一に音声面 (pronunciation，rhythm， intonation)の指導に重点をおくこ

とを強調 した Friesは，さらに，文型練習は，意味を無視するも のではなL、， と次のよう に

述べている。“Thedanger in the use of pattern practice pr∞edures is that the produc-

tion on the part of pupils may become mere mechanical manipulation of meaningless 

words in substitution and conversion exercises. To avoid this difficulty pattern prac-

tice should preserve (certainly at the beginning) the situation and the contrasts 

with which the material is introduced. These contrasts and this situation are defini-
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tely the c]ues to the meaning that is to be grasped， and the pattern practice exer-

cises must enforce the teaching of meaning.町 2)文型練習は，単なる機械的練習に終らず，

場面を重視し，それを通して，意味を教えなければならないと いう考え方である。すなわち，

意味を教えながら音戸商を重視して，文型を定着させ，実際の場面に応用 させる ，とい うの

が文型練習の原理と いえよう 。が，実際に，どの程度までこの原理が理解され，実行可能で

あるかは問題である。

山家氏は Oralapproachの解説の中で，文型練習のすすめ方を細かく述べたあと ，まとめ

として，文型練習は speedが大切であることを強調している。“基本文型が，まだ頭の中にi隠

覚心像 (accousticimage)として残っている聞に， 次に移ることが大切で， あまり時聞を

おくと ，それは oralcompositionとなって文型練習にはならな L、。 両者を区別するのは

speedの問題である。"∞と 結んでいる。 即ち accoustici mageを中断せずに，刺戟，反応、の

過程を連続的にくり返すことを主張しているところから，文型練習はややもすれば，意味の

段階をはず しがちで，単なる機械的な反復模倣学習に終る可能性があると考えられるのであ

る。

勿論言語学習において， この機械的反復模倣学習を認める学者は 少くな L、。 Riversは

Watsonの代表する行動主義心理学の立場から強化説をとり ，“外国語学習は，常に正しい反

応をひ き起すような習慣を確立し，さらにその反応に， くり返し報酬を与えれば，その反応

は強められて確固たるものになる。この点で効果的なのは，学習者が試行して誤った反応を

放置するより ，模倣できる正確な反応のモデル を提供してやる ことである。そ して，正しい

反応の習慣が確立してしまえば，ある手がかりが出現した時，それに対する特別の反応が優

勢となる。川町との考えから， 機械的反復模倣学習による習慣形成を支持している。 また

R. Polizerも，教師の真の技能は，間違った反応、を訂正したり割したりすることにあるので

はなく ，生徒が正確に反応するようにしむけられるような場面を作り出すことにあ る，とし

て， Riversと同様の見解を示し，ま た両者とも意味の理解が無くとも般化が可能である こと

をのべている。

ここで，われわれの日常の言語行動を考察してみる必要があろう。それは言語を運用する

個人の，刺戟に対する主体的な反応である，ということができる。すなわち，“環境からの刺

戟を，全く受動的に受けとめて記銘するのではなL、。人聞は主体的な欲求や，場の要求にし

たがって，環境から来る情報の中の重要なものを選択的に記銘し，不必要なものを無視し "(5)

そして，これまでに記銘され，保持された経験を，適切な場に遭遇したときに，適切な形に

変えて再生する行動，これが言語行動であることは，われわれが日本語を日常いかに使用し

ているかを思い起せば，容易に理解できることであろう 。

文型練習が批判 されるのは，実にこの点、(すなわち，再生する能力〉が養われないことに

あると L、えよ う。
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現在一般に陥L、りがちな文型練習の方法は，基本文型の反復，代入，付加，転換など，そ

のいずれにおいても，外部からのコントロールによ って，特定の一文内での文の操作に終始

しているため，教室での oralproductionの回数は多くても ， 学習者には，ただ音声の連続

にす ぎない，主体性の欠けた， 非言語作業に終る場合が多L、。このような練習形式は，意味

の理解を無視しても ， また situationと無関係であ っても ， スムーズに進行してL、〈危険性

を多分に 持つも のであ り， 学習者にとっては， 機械的 imitation，repetitionにすぎない

といえよう 。 したがって以上のような文型練習においては， 刺戟に対する学習者の反応、が

speedyでEつ正し かっ たとしても ，それは単なる筋肉運動にす ぎず， 意味の理解を伴わな

L、ために，その場限りのドリルに終ってしまうため， 他の類似の場面に遭遇しても， それ

らを produceすることが困難なのである。

文型練習における学習過程

文型練習の 目的を達するために要求される学習過程にはこつの種類があげられる。

(1) 機械的受容学習過程

これは，筋肉運動の機械的訓練であるから， 意味の体系を通 らな L、。Palmerの “the

five speech-learning habits"の中の“catenizing"に当るもので，一定の語や文の発音

を連続的に練習し，学習した事がらが無意識的， 機械的に口をついて出て来るよう ，発音

器官に関係する筋肉の運動を慣らすことである。 発音の練習は勿論のこと ，その他では

have動詞，be動詞などが良い例である。1have とい う文の主語 Iが Heになれば

自動的に hasが口をついて出て来るような訓練を さすのである。

(2) 意味的受容学習過程

これは意味のある学習を受容すること ，すなわち，学習者は，呈示された言語材料 を理

解し，他の場面において必要な ときに再生 し，活用できるように，記憶保持することで，

シンタックスの学習などがその例である。

文型練習を，教室における練習だけに留めず，教室外での場面に応用させるには，この意

味の体系を通る練習も必要であって，文型練習においては，この二つの過程のいずれに偏よ

ることも許されないのである。

(1)は，刺戟と反応の連続によって sentencepatternを定着させよ うとするものであるが，

外国語の機械的学習は，忘却 されやすく ，したがって，学習材料は，以前に学習した概念体

系との関連 を失っているために，各授業時間における練習は，ぱ らぱらで，その時間限りに

終るために定着性がないわけである。行動主義心理学ではこの忘却を防いで， 学習を定着さ

せるために，かなりの過剰学習を必要とする立場をとっている。 しかしそこには，練習の単

調さや疲労の問題が生じ，また再生に当っては，選択する能力を減少し，きまりきった反応

を固定 してしまうために，他の状況の中で使用しよ うとすると きは，却って役に立たなくな
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る，との批判も 出ており ，過剰学習により ，ある程度の忘却が防げたとしても ，結極，筋肉

運動の域を脱していないために，笑際生活の場における効果は，はなはだ疑わしL、。

この過剰学習の点に関して，ゲシュタルト心理学者逮は次の ように考察している。すなわ

ち，反復練習を長く継続する程，記憶痕闘は，練習したことがらの再生にはますます役立つ

だろうが，その結果，他の状況の中で，使用する時は，かえって役に立たなくなる。また長

時間におよぶ反復練習は，生徒を融通のきかないようにさせる ，とJ
この忘却を防ざ，学習し たことがらを応用できる能力を養うためには，前述の学習過程の

(2)による方法をとらねばならなL、。学習結果を記憶し，保持することが大切であるために，

練習する個々の文全体の意味を理解させながら，文型練習を進行させる方法をとらねばなら

ない。記憶を長い間保持するには，その意味を明確に理解すること ，すなわち，文型練習に

あっては，文とその意味の連合(意味づけ〉をつくることが必要である。

前述の機械的反復ド リルが，非言語現象に終っているなら，それは意味づけが行なわれて

L、ないために，記憶に残らないことはL、うまでもないことで，その ドリルは，学習者の oral

productionの回数がL、かに多〈 行なわれても ，学習過程(けの域を出ていなL、。エピングハウ

スは，意、味の不明確なもの より 明確な ものの方が記憶しやすいことを突証 し， このことは，

他の多くの実験によっても立証されている。また Fraserらは，模倣学習 (imitation)と，

理解 (comprehension)と，口頭発表 (production この productionは， 環境から来る

情報に反応する主体的な意味での発表である〉の関連について，興味ある実験結果を得てい

る。(5)これは母国語学習についての実験であるが，3才児12人を対象として，10項目の文法的

事項について検討し，次の如き結論を 出している。ωすなわち，3才児においては，production 

は comprehensionIこ先行しないが，imitation は comprehensionに先行すること ，またその

個々の itemの得点について検討した結果，imitationは，意味の体系を通らなくても働 く，

知覚運動技能であると解釈していることなども ，文型練習を考察する上での参考にな るも の

と思われる。

Palmerの理論

外国語学習と意味の問題を とりあげて， より詳しく分析し研究したのは，Palmerで，そ

れは彼の主張する Fusionの段階に最も良〈説明されている。ThePrinciple of Language-

Studyによれば，Palmerは音声面を決して軽視しているわけではなL、。 外国語学習は口頭

による作業から入るべきで，聞き方，話し方を合理的に訓練して，はじめから良習慣を養い，

そのあとで読み書き にすすむことが経済的であると のべ，言語学習の根本は特に言語習慣の

養成にあることに中心をおき Identificationから Fusionに達することが最も重要であると

する。

この第一段階の口頭の作業は，次のように分析することができる。

- 30ー



伝達者(概念→臆党像→発声作用〉→相手(聴覚作用→聴覚像→概念、〉

そしてこの中で特に重点をおいているるのは Fusionである。彼によれば，言葉の音声や意

味が判っただけ では Identificationの段階にす ぎないのである。 この段階は一時的な説明

によっても実現される。 しかし Fusionの段階とは， 聴覚像と概念、との聞の連想関係を強く

することである。すなわち，概念、が頭に浮かんだらす ぐに聴覚像が思い出され，また聴覚像

が浮かんだらすぐ概念、が思い出されて，発音の準備体制ができるようになることである。

しかもこれがどちらの方向にでも自 由自在にすすむことができるように しなければならな

L、。すなわち，外国語と意味 (母国語の訳語と L、う意味ではなLつが，溶接された金属のよ

うに結合した状態を Fusionと¥'¥、， これは言語行動の反復練習によらねば実現されないの

である。言語学習はこの identificationから fusionの域に達してはじめて，意味の習得一ー

すなわち semanticizingーーが完成されたことになる。

要するに accousticimageとconceptの連合を強めることである， このことは外部か ら

の controlによる機械的反復ドリル形式のみて、は達成されるものではなく ，練習中に，学習者

自身が主体的にその両者を連合させながら，produceするよう常に努力する こと が必要であ

る。そ して，連合を強めれば強める程，意味の理解が明確となり，記憶力は助長される。こ

の練習方法により ，はじめて外国語が記憶されるのであって，さらにそれが長い間保持 され

れば，類似の場面に出合っ た場合に，以前の学習結果が自動的に再生される。 すなわち学習

効果は転移するわけである。

文型練習は “生徒の注意力を問題それ自体以外の何かにひきつけて，問題の patternをド

ドリルする速い口頭練習であ る川7)とLadoはのべ，スピー ドのある練習を要求しているが，

文型練習に Palmerの fusionaの概念を織りこ むことは教授上困難であろうか。

実際に学習現場での文型練習において accousticimageとconceptを連合させながら言語

行動を反復練習することは，教師にとっても学習者にとっても ，困難なことで，特に外国語学

習を始めたばかりの低学年の学習者にとって，それを主体的に連合させることは，知能の発

達段階からみて不可能であると いえる。教室内の場面や身近かにあるものをそのまま補助教

材に使用できる段階では，それ程困難ではないが，少しすすんで教室内では間に合わなくな

った時には問題である。記憶を保持するためには，概念を視覚化する こと が最も有効である

ため，教師は視覚化を可能にするような方訟で授業をすすめることが大切であ る。 したがっ

て抽象概念を扱う 場合には，でき得る限り 具体的場面や事物を，思い起させ，場面的脈絡の中

で意味を理解し，その中で， 生徒独自の力で oralproductionができるよう 指導す るところ

に文型練習における教師の役割り が存在するのである。この辺の学習を容易にするために

は，視覚教材に関する教師の工夫が期待されるわけである。 この点に関しては，視聴覚教育

の分野での，今後の研究課題となるであろう 。
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む す び

Oral approachの重要な一部分を占める文型練習を有効なものとするために，機械的学習

と，意味的学習に焦点、をあてて考察してみた。

機械的になりがちな文型練習において，いかにして意味づけを行なうかと L寸 具体的な問

題は各教師に与えられた課題である。練習時のス ピー ドをやや落して，意味づけの段階を完

全に行わせる方が効果があるかも知れないし，また先に文の理解をさせてから訓練に入る方

が良いかも知れないというような意見も多くのと ころで聞か"-l'lるように，方法は無数に存在

する。また教授法は，学習者の質によっても大いに変えなければならないため，各教師は一

つの教授法をそのまま受け入れることなし多 くの教授法を参考にして，独自の教授法をう

ち立てるべきである。
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CONCERNING TEACHING ENGLISH 

PRONUNCIATION AT SCHOOL 

N amiko Tadokoro 

It is said that language learning can be interpreted as a process of imitating. If so 

the question is what to imitate when we try to master a foreign language with spe-

cial reference to its phonetic system at our very beginning stage of learning. 

Having been concerned with teaching English pronunciation， 1 have often wondered 

as to the selection of a model to present for the students to acquire when teaching 

pronunciation at a junior high school where the most fundamental instruction on the 

target langage is given. 

The question，“羽Thatkind of English should 1 teach?"， or in other words，“What 

type of pronunciation should the students imitate and master?" has come into our 

focus because we can recognize various notable different types of pronunciation in 

each of the English-speaking countries of the world. 

According to Prof. Strevens(l) the English-speaking countries can be classified into 

two groups， i. e.‘independent' area versus‘dependent' area through his observation 

of the attitude of the users of English toward their pronunciation. 

In his ‘independent' area including the United States of America， Canada， Australia， 

and the West Indies， English is a completely assimilated native language and the 

people living in those nations have succeeded in establishing the acceptable variant 

pronunciation in the course of the history. The significant thing here is that this 

kind of divergent pronunciation is thought to be a desirable thing."(2) 

On the other hand， the ‘dependent' area means countries such as India， Pakistan. 

and the African nations which were put under the influence of British colonization 

for a long time. In these ‘dependent' countries， English is largely used but in most 

cases it is the second or the official language besides the native languages for the 

purpose of facilitating mutual communication. For this reason， the pronunciation of 

English in those ‘dependent' areas has been affected by the other native languages to 

such a great extent as to make up a distinct local tradition. Unlike the people of 
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the‘independent' area， those who have fostered this local tradition do not regard their 

variant pronunciation as a desirable thing. So， such varsietie have not been atta-

ched with any prestige. (3) 

E 

"fhe study on these phonological varieties has， oddly enough， been neglected in the 

past years so that Prof. Strevens ca11s it as“one of the most improtant yet least 

satisfactory aspect of teaching English outside of England."(<) 

Among these varieties of pronunciation， without doubt， the so co11ed American 

English and British English constiute two main entities. However， as Prof. Chris-

topheresen pointed out， 

“Traditiona11y， since the introduction of language teaching on modern lines 

at the end of the nineteenth century，‘Received pronunciation' has been 

practically the only type of English taught in Western European countries." 

Obviously the British variety alone had the education merit 

After World War 11， with the United States becoming the World's leading power， 

the situation has been changed as time goes on. Not only in the international aff-

airs but also in the linguistic matters， the influence of America has come to be 

enormous. Backed Up by the progress in linguistics， the disemination of American 

English has been more accelerated in recent years. As a result of this， in a global 

scale， 

“American forms of English are now accepted， either side by side with 

British forms or even in preference to them， in a number of new countries 

where before 1945‘English' meant ‘British English."(6) 

羽Tithregard to this， 1 would like to draw another citation here. David powel says. 

“In contries where English is taught as a foreign language the question as 

to what accent is to be preferred crops up increasingly， mainly as a result 

of the growth of international exchange and the general influence of the 

English-speaking countries， particularly that of the United States of America 

The question is being posed by teachers of English as well as by educational 

authorities at a11 levels of teaching."(7) 

Now toward this question， what solutions can be given? Some of the very intere-

sting suggestions to reach at the problem were already given. Let me briefly sum-

marize them. 

The first solution is presented by Prof. Christophesen， who asserts of creating a 

- 25-



kind of ‘International English' which is free from each national variation. This 

‘International English' is supposed to play a role quite similar to that of Latin in 

the Middle Ages. 

The second was suggested by Prof. Strevens. According to him， we should aim to 

help the afore-mentioned ‘dependend' dialects to become ‘independent so that the 

acceptable native pronunciation may be established. Until this is done， what we had 

better do is to adopt British English as a model in teaching English as a foreign 

language. 

The third opinion is typically assertted by Powel who thinks the American English 

is recommended to those who want to take up English for their study. 

(to be continued in the next issue of Ronso) 

(注〕

(1) P巴terStrevens， "English Overseas: Choosing a model of Pronunciation，" English Lan-

guage Teaching， X， No. 4， (]uly-September， 1956)， 123-131. 

(2) Strevens， 124. 
(3) According to Prof. Strevens， people speaking such forms do not feel confident in 

speaking it especially when there were onJy few British occupied the important posi-

tions in the country. 

(4) Strevens， 123. 
(5) PauJ Christophersen， "Toward a Standard of International EngJish，" English Language 

Teaching， X1V， NO.3， (ApriJ]une， 1960)， 127-138. 
(6) M. A. K. Halliday， Angus McIntosh and Peter Strevens， Linguistic Sciences and 

Language Teaching， (London， Longmans， 1964)， 293. 
(7) David R. Powell， "American VS. British English，" Language Learning， No. 3， 1 & 

2， (1966)， 21-39. 
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Chapter 1 

Introduction 

What Have Been Discovered by Previous Studies? 

There have been many empirical studies， both foreign and domestic， about children's 

media behavior. Dr. Takeo Furu，l) after his comparative analysis of enormous 

amounts of deta gathered from various surveys done in Japan，わ pointsout some 

facts which coincide with the results of research conducted by Schramm， Lyle， and 

Parker (1961).3) The following are the main facts commonly discovered about children's 

media behavior both in the United States and in Japan beyond the differences of 

nationality and cultural enviroment of children;4) (1) In general， children establish 

their regular TV viewing habit around age of three. (2) The amount of TV viewing 

time increases in proportion of their growth up to their early adolescent period. Here 

they reach the first peak in TV viewing・amount. (3) Hereafter， the amount of 

viewing time decreases until they enter adulthood when they become even heavier 

TV viewers than they are at the first peak in early adolescence. (4) There exists 

so-called “turning point "5) of their media behavior sometime during their ear1y 

teens. 

Among the most important reasons why they temporarily stay away from television 

is that their evaluation of TV as the source of iniormation changes a great deal.町

Before this point， children with high IQ tend to view television more than those with 

lower IQ. After this point， children with high IQ seem to become more dissatisfied 

with television. This fact leads them toward more serious media like printed materials. 

The difference of sex， as well as IQ and age， becomes more significant in their TV 

program preference. 

Explaining this remarkable change of media behavior in children's lives， Schramm， 

et a1. put it as the change from “fantasy-seeking" to“reality-seeking."7) The term 

“turning point" is used by Dr. Furu of ICU somewhat differently from the way it 

used by Schramm and others. He expands the connotation of the term as the change 

from “fantasy content" to“reality content" rather than the mere change from 

television (as fantasy medium) to print (as reality medium).“Turning point" in his 

sense has been proved by the results of Osaka Survey (1962) conducted by the Osaka 
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Scientific Education Center， the survey by Ministry of Education (1961)， the Shizuok礼

Study (1957-9)， and the Tokyo Survey (1958) by NHK RTCRI.8l 1n order to get 

really fruitful results about the agents behind media behavior， Dr. Furu suggests us 

to pay more attention on“interaction" among the characteristics rather than“demo-

graphic" individual factors such as age， sex， 1Q， socio-economic status of parents， 

living conditions， etc.9l 

What Are to Be Considered as the Variables Intricately Acting behind Media 

Behavior? 

M. W. Riley and ]. W. Riley， Jr. (1951) first attempted to use sociological concept 

such as“group membership，"“reference group，" and “strain" as operational vari-

ables closely related to the selection of media contents.lOl They were convinced that 

parents and peers are the most important groups for children in the period of both 

pre-adolescence and adolescence as well 

E. E. Maccoby (1954) found the fact that upper middleclass children with strained 

relations with their parents spent more hours watching television.lll Using skilful 

indirect approach， Schramm， et al. (1961) have gained the similar result. As the 

predicting variables of media behavior， they used “conflict，"“frustration-aggression，" 

together with social norm， 1Q， and others. According to their theories， the higher the 

children's conflict and frustration-aggression， the more they seek after fantasy type 

of medium like television in order to escape from tension in their real lives. At the 

same time， the lower their 1Q， the higher their conflict. The same thing can be said 

a凶 utelder children and boys compared with younger children and girls. Children 

belonging to the lower social class tend to be fantasy seekers， since their social norm 

is so-called “immediate-reward" pattern. 1n this sense， there are two types of children; 

1)“fantasy-oriented"， and 2)“reali ty -oriented".l2l 

Here again， however， the doubt that Dr. Furu raises as to whether we should put 

all the fantasy-oriented children into the one category of“escapists" seems very 

meaningful for the future researches in this field.l3l Even the result of the survey 

done by Schramm， et al. shows clearly the fact that the sixth graders feel less 

conflict with their parents than the tenth graders in spite of the evidence that the 

former watch television more than than the latter.l4l 
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Purpose of the Study 

To find out the reality of TV viewing pattern， as one of the aspects of media 

behavior， about ]apanese youth is the aim of this brief atudy. Youth is， as is well 

known， the most instable period， both physically and psychologically. This is the stage 

of the so-called half-child and half-adult. In this maturing process， the long authorized 

images of teachers and parents somehow begin to show their “clay feet." Persons 

now must reestablish their new system of values. In spite of their mighty efforts to 

become more independent from the ties of their parents， they are still relying upon 

them， especially for financial help. Their sensitivity about their own physical appear-

ance grows keener as they become more concerned about the opposite sex. Yet， this 、

kind of inner affliction is too personal to discuss frankly with their teachers， parents 

or friends. 

As the title tells， the emphasis of this study will be put on the social relationships 

of youth in connection with their TV viewing pattern. Its theoretic bases are mainly 

from Riley，15) Schramm， et al.16l and Dr. Takeo Furu.17】

1) Ex-Chief Director of NHK Radio & TV Cultllre Research Institute， present Chief 

Professor of A-V Section， Graduate School of Education， International Christian 

University， Tokyo. His work on comparative analysis; Research on Television and the 

Child in ]apan， Studies of Broadcasting， NHK RTCRI Survey， No. 3， 1965 pp. 51-83 

2) Tokyo Univ. Team (Tokyo， 1962)， NHK RTCRI (nationwide， 1960)， Ministry of 

Education (nationwide， 1956)， Shizuoka Survey (Shizuoka， 1957-9)， and oth巴rs.

3) cf.， Television in the Lives of Our Children， Stanford， Calif.， Stanford Univ. Press， 1961 

4) cf.， T. Furu， The Function of Television for ChildrelトーACross-Cultural Stlldy-ー，Studies

。fBroadcasting， No. 5， 1967 

5) cf.， Schramm， et al.， ibid.， p. 31 

6) ibid.， pp. 34-5 

7) i bid.， p. 101 

8) Dr. T. Furu was the director of this survey. 

9) cf.， T. Furu， Domestic Educatiom and the Role of Teleision， Survey and Theory on 

School Broadcasting. NHK RTCRI， Tokyo， 1966， pp. 141-214 

10) M. W. Riley and ]. W. Riley， ]r.， A Sociological Approach to Communication Research， 

Public Opinion Quarterly， Fall， 1951， pp. 445-460 

11) E. E. Maccoby， Why Do Children Watch Tel巴vision?，Public Opinion Qllart巴rly，18， 

1954， pp. 239-244 

12) Schramm et al. use these terms for children of high television， low print (fantasy-

oriented) and for those of low television， high print (reality-oriented) beside two other 

groups such as“low users " and “high users." 

13) cf.， T. Furu， Why Do Children Watch Television?; Variables Which Predict Media 

Behavior， Educational Studies， ICU Institute of Education， I-A， No. 12 
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14) cf.， Schramm， et al.， ibid. 

15) cf.， W. Riley， ibid. 

16) cf.， Schramm， Chapter 7， ibid 

17) lndices for this research were adapted mostly from Dr. Furu's previous and present 

surveys with his permission. 
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Chapter 11 

Research Design 

W orking Hypotheses 

The following are the working hypotheses derived from three aspects of the 

students' social relationships 

(1) In the relationship with their parents， the higher the aspiration of their parents 

the more the students they will become “fantasy seekers.*川 〉

(2) In the relationship with their peers， students who belong to no“peer group" 

and put their “anchorage points" on the peer norm will become“fantasy seekers" 

because of the “strain" created by this situation.2l (2) In the relationship with 

their own selves， students with inner affliction will become “fantasy seekers" in 

order to release their “tension" and “stress" vicariously 

Subjects 

Number: 275 students (8796 of enrollment) 

84 freshmen of Shirayuri Women's College 

93 freshmen of Tokyo Rissho Junior College for Women 

Sex: All female 

Age: Between 18-20 

Instrument 

Questionnaire entitled Inquiry of Mass Communication including 13 indices (89 

items) to determine five independent variables， four dependent variables， and three 

other criteria.3l 

Date: February 23-27， 1968 

Place: Shirayuri Women's College， 1-25， Midorigaoka， Chofu City， Tokyo 

Tokyo Rissho Junior College for Women，1-339， Horinouhi， Suginami-ku， 

Tokyo 

Independent Variables 

1. Socio-economic Status 
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This index of socio-economic status is based upon the occupation and education of 

the student's father.叫 Bycoupling occupation with education， we finally gained the 

three levels of socio-economic status. 

Father's Occupation 

Subjects checked one of the ten leveled occupations.5) The Centers occupational cate-

gories were dichotomized so as to put professional， managerial， and proprietal in the 

upper part; sales， clerical， skilled mechanichal， semiskilled， service， farming， and 

fishing categories in the lower part: 

High 

Low 

n. 148 (54~ω 

n. 1'26 (4696) 

High 54% 

Low 46% 

Figure 1. Two group of occupatioal status 

Father's Education 

Subjects checked one of the three levels of education. 

1) Collegel graduate， 2) Senior high school graduate， and 3) ]unior high or primary 

school graduate. Then we gained the next two groups: 

High) College level) 

Low (the rest) 

n. 162 (59~ぢ〉

n. 112 (4196) 

59% High 

Low 41% 

Figure 2. Two grollp of <idllcational level 

Occupation x Education 

Com binations of occupation and education: 
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L. L. • ..... • ..... ........ n. 77 

Finally the three levels of SES were made as follows: 

H. H. (High) ー ー n.113 (41%) 

H. L.， L. H. (Middle) 

L. L. (Low) 

n. 84 (31 ~ω 

n. 77 (28~ω 
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High 41% 

Middle 31% 

Low 28% 

Figure 3. Three levels of SES 

2. How Many TV Sets Do They Have at Home? 

Subjects checked either 1) one set， or 2) two (or more) sets of television at home.6
) 

1 set 

2 (or more) sets 

1 set 

2 sets I 
(or more) L 

n. 108 (3996) 

n.167 (61 ~ω 

39% 

3臼

Figure 4 Two groups of TV owner 

3. Group Membership 

Subjects checked either 1)“Yes" or 2)“No" to the question:“Do you have any 

friends with whom you can discuss matters frankly?" 

“Yes" answer group checked one of the five items asking “How many such 

friends do you have? ".7) Then the subjects were divided into either members， or non-

members， roughly speaking， of peer groups.8) 

Family member ..  'n. 106 (39~杉 〉

Peer group member . ..... ..... 'n. 169 (61%) 

~ I I ~% 

P. I I 61% 

Figure 5. Two groups membership 

4. Reference Group 

According to their predominant reference groups，ωthe subjects were roughly clas-

sified into those who were more apt to use parents as a reference group， or to use 

peers as a reference group. Subjects were asked 19 indirect questions to indicate their 

references in various communication activities in daily life. Subjects checked one of 
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the five leveled situation of each item. Putting weights from one to five to each 

item， the total scores were obtaind.10l Thus， the subjects were divided into the next 

two categories of Family group， and Peer group.ll) 

F. G. ー… ・・・ ・..一 一・・ 田・一 .. .n. 135 (49%) 

P. G. ー … n.140 (519杉〉

F.G ] 49% 

P.G. !日
Figure 6. Two categories of reference group 

Group membershipx Reference group 

The four group weremade by the combination as follows: 

F.(f) 

F.(p) 

P.(O 

P. (0 

F.(f) 

F.(p) 

n.59 (2196) 

n.47 (1796) 

. n.76 (28%) 

n.93 (349ω 

コ山
J 17% 

コ「
P.(f) I 28% 

P.(p) I I 34% 

Figure 7. Four group of mem bership x reference 

5. Conflict with Parents 

Subjects checked one of the five degrees of satisfaction on various points by both 

parents and themselves.12l When parents' aspirations showed higher than the subject's 

own satisfaction， the difference was regarded as the existing conflict between parents 

and subjects. Four pairs of situations--school achievement， studying length at home， 

taste of clothing， and hair style， and intimate friends--were checked. Putting weights 

from one to five， we gained the total score of each subject. Thus， they were divided 

into the next two categories: 1) those who have conflict with parents， and 2) those 

who have no conflict with parents: 
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Conflict .・ e …......... ・・...n.119(435杉〉

No Conflict ・・ .. …… ...... n. 156 (57~ぢ〉

Conflict I I 43% 

EII伽 I I 訂

Figure 8. Two groups of conflict with parents 

Dependent Variables 

1. Amount of TV Viewing Time 

Subjects gave average amount of T V viewing tine 1) during week-days， 2) on 

Saturdays， and 3) on Sundays. Then， the tota! score of each subject was put into the 

categorized number which increases every 30 minutes. 

Tota! score 

Week-days. . .. ..1093 

Mean Score 

Saturdays 

Sundays 

(N-271) 

1471 .. 

1722 

4.83 

5.42 

6. 35 

A verage hours 

2 hrs. 24 mins. 

2 hrs. 42 mins. 

3 hrs. 12 mil1s.* 

* The range was from 0 to 11 hours. 

Week-days Q
M
 n

 
m
 

A
斗
-

A
q
 

-A
 

E
E
l」

Saturdays J 162 mins 

Sundays Q
M
 

n
 

m
 

q
L
 

n
H
d
 

唱

E
A

E
E
t
-
-

Figure 9 TV viewing tiwe on three different days 

Category Nos. 1-4 11.11 ( 496) 

5-8 n.32 (12勿〉

9-12 11.44 (16%) 

13-16 n.83 (31%) 

17-20 . . .•. . . . . . .. 11.43 (16%) 

21-24 .....・・ ・・ー... n.27 (10%) 

25-28 11.17(6%) 

29-48 n.14 (5%) 
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Category Nos. 
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12% 

16% 

31% 

16% 

Figure 10. Categorized amount of TV viewing tim巴

2. Preference of TV Stations 

Subjects checked either 1) non-commercial or 2) commercial stations to prefer as 

TV stations.w Non.commercial includes both channels of NHK. 1n general， NHK type 

is regarded more reality content， and Minkan-hoso (commercial station) is regarded 

more fantasy content type.l5) Subjects were divided into the next two groups: 

N.type I 

M.type I 

N. type 

M. type ..... . 

n. 61 (2296) 

. n. 213 (78 ~ぢ 〉

22% 

78% 

Figure 11. Two types of preference of TV stations 

3. Pattern of Program Preference 

Subjects marked (0) for the programs they would like to view， and (x) for those 

they did not care to view. 1ncluding the programs they did not put any marks， we 

put three weights from 1 to 3， and gained the total score of each subject. 26 diffe. 

rent kinds of programs were divided into two categories， 1) reality content， and 2) 

fantasy content. l6) According to the scores of each content， subjects were divided 

into 1) High， and 2) Low at the closest point of thCl median score of each category. 

Thus， we gained the next four groups of program reference: 

H. H. 

H.L. 

L. H. 

L.L. 

'. n. 62 (22. 5%) 

n.61 (2296) 

n. 62 (22. 596) 

n.90 (33%) 
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H.H 22.5% 

H.L. 22% 

L.H. 22.5% 

L.L. I I 33% 」
Figure 12. Four groups of prgram preference 

4. Aggressive-Hero Type!7) 

Out of the 16 fantasy-type programs mentioned in the preceding index， we chose， 

9 aggressive-hero type programs such as professional wrestling， sumo， Western， dete-

ctive and mystery stories， etc. The total score of each subject was gained from the: 

lowest of 9 to the highest of 25. 

Scores 

9 

10-12 

13-15 

16-18 

19-21・

22-25・日

Scores 

9 

10-12 

13-15 

16-18 

19-21 

22-25 

n 26 ( 9%) 

n. 61 (2296) 

n. 107 (399ω 

n. 49 (18~ぢ〉

n. 26 ( 9%) 

n. 6 ( 2%) 

22% 

18% 

Figure 13. Scores of aggressive-hero type 

Other Criteria 

L Self Conf1ict 

39% 

What kinds of conflicts do subjects have in themselves? Subjects checked their 

inner aff1iction by selecting the strongest one out of five causes. Subjects were di-

vided inio the next four groups: 1) physical and menial causes， 2) school achieve-
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ment and schoJastic troubJes， 3) peer conflicts， 4) teachers and class matters， and 

others.18l 

Causes 

No. 1 

NO.2 

NO.3 

11.87 (32%) 

n.36 (1396) 

n.82 (3096) 

NO.4 …一.. . • . . • • .一 一 n.68 (2596) 

Causes 

NO.1 I I 32% 

No.2 I I 13% 

NO.3 I 30% 

NO.4 I I 25% 

Figure 14. Four groups of self conflict 

2. How to SoJve Self ConfJict 

Subjects gave three ordinaJ numbers out of 14 different ways to soJve their inner 

affJiction. Three weights， from 1 to 3 were put for seJected items， then， the total 

score of each subject was gained in two categories: 1) those who choose more of 

realistic soJution such as“to discuss with teacher， peer， senior， or parents."， and 

2) those who choose more of fantastic solution such as“to see movies， to take a 

walk， to compose poems， etc." 

ReaJistic 
SoJution n.137 (50%) 

Fantasy 
SoJution ..… .....… ....… n.136 (50%) 

R. I I 50% 

F. I I 50% 

Figure 15. Two groups of conflict solution type 

- 22一



1. An inspection of the result of the research by Schdam. 

2. A test of the result of the surveys by Riley and others， done in ]apan. 

Definition of the term is based by Schramm. et al.， p. 64， ibid 

3. The whole translation is attached as Appendix 

4. cf.， Schrmm， et al.， ibid 

5. cf.， Table of Occupation by NHK RTCRI 

6. We checked as to whether they own color Television but the number was too few 

to use as data. We also checked the length of TV using， but most of the students 

answered “more than five years ". 

7，“ No" answer group gave the reason for having no friends. The top reason was“I 

am independent in solving personal matters." 

8. Those who have one iriend are treated as“non-members" here. cf.， M 羽r.Riley， ibid 

9. cf.， M. W. Riley， ibid. 

10. F. and P. were divided at the closest point of mediam score 

11. G. P. analysis of this index is attached as Appendix. 

12. cf.， Schramm， et al.， ibid. 

13. cf.， T. Furu， ibid. 

14. cf.， Schramm， et al.， pp. 137-42， ibid.， 

15. This point was checked in order to supplement the index of program preference. 

16. cf.， Schramm， et al.. pp. 63-4， ibid. cf.， Maccoby， ibid. 

17. cf.， Bailyn， L.， Mass Media & Children: A Study of Exposure Habits and Cognitive 

Effects. Psych. Monogr.， 1959， 73， pp. 1-48 

18. Among others， the top affliction was about opposite sex 
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A Study from “THE AMERICAN" 

By Henry ]ames(1
) 

Kurriiko Kondo 

In dealing with Americans generally， Heury ]ames almost all the cases delibera- .' 

tely abandons the portrayal of local figures: his Americans are nomadic and rootless: 

they are the composite type. Yet ]ames' characterization of Christopher Newman(2) 

reveals both elements of the composite type and the national type. 

In the beginning scene of the Salon Carre， in the Museum of the Louvre， ]ames 

declared that no one with an eye for types could have failed to perceive that 'The 

Gentleman on the Divan' was an American. 

"The gentleman on the divan was a powerful specimen of an 

American. But he uas not only a fine American: he was in the first 

place， physical1y a fine man. 

"His unusual attitude and carriage were of rather ralaxed and 

lounging kind， but when， under a special inspiration， he straightended 

himself， he looked like a grenadier on parade." 

“His physiognomy would have sufficiently indicated that he was a 

shrewd and capable fellow. " 

“He had the flat jaw and sinewy neck which are frequent in the 

American type." 

“The discriminating observer we have been supposing might， however， 

perfectly have measured its expressiveness， and yet have been at a loss 

to describe it. It had that typical vaguness which is not vacuity， that 

blankness which is not simplicity， that look of being committed to no-

thing in particular， of standing in an attitude of general hospitality to 

the chances of life， of being very much at one' s own disposal， so 

characteristic of many American faces. It was our friend's eye that 

chiefly told his story: an eye in which innoccnce and expcrience were 

singularly blended. 
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“Frigid and yet friendly， frank yet cautious， shrewd yet credulous， 

positive yet skeptical， confident yet shy， extremely intelligent and ext-

remely good-humored， there was something vaguely defiant in its conces-

sions， and something profoundly reassuring in its reserve." 

Such are the illustrations of our hero， Newman as a representative of an American 

given by Henry ]ames at the opening scene. Henly ]ames describes Newman as a 

successful man in business， an American millionaire--a type of an American. 

Newman is represented as a commercial man of America， who has made a 

large fortune in wash-tub， leather and some others. Jnstead of trying further 

accumulation of wealth， however， he comes to Europe to improve his mind and to 

find a wife. He came to the Old world to acquire the knowledge of the so-called 

refined cuJture of Europe and also to find a wife-a great grand woman of beauty. 

The woman of beanty and splendor was his ideal for his wife. It is not difficult 

to exemplify his failure to achieve culture: his naive and crude taste for the 

paintings: his generous and childish attitude in trying to purchase the cheap 

kind of copies of the pictures at ridiculously enormous amount of money. He is a 

kind of person who admires the copy more than the original. Raphael and Titian 

and Rubens were a new kind of arithmetic， and they inspired our friend， for the 

first time in his life， with a vague self.mistrust. Newman's eagerneess to marry 

a lady of a high rank in the aristocratic society and his determination to marry 

Claire(3) shows a sort of piece of ‘Snobbery' and that does not go along with his 

essential nature and character. 

“1 have come to see Europe， to get the best out of it 1 can. 1 want 

to see all the great things， and do what the clever people do." 

This was the purpose of the American in Europe. 

“1 want the biggest kind of entertaiment a man can get. People， 

places， art， nature， everything! 1 want to see the tallest mountains， 

and the bluest lakes and the finest pictures， and the handsomest churches， 

and the most celebrated men， and the most beautiful women." 

“When 1 say beautiful， 1 mean beautiful in mind and in manners as 

well as in person. It is a thing everyman has an equal right to; he may 

get it if he can. He does not have to be born with certain facu!ties， 

on purpose: he needs only to be a man. Then he needs only to use 

his will， and such wits as he has， and try." 

And he concluded，“1 would marry a ]apanese， if she pleased me." This is the 

idea of the American. 
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As intersting contrast with Newman's situation 1 want to ljuote some remarks by 

Valentin，川 1want to pick up some conversation between Newman and Valentin. 

Newman and Valentin show quite interesting contrast: for instance， look at their 

attitude towards ‘DUEL'. Newrnan's opinion-thinking it is completely ridiculous to 

fight-represents the Americans' concept towards duel and Valentin's idea of Honor 

problem in duel is a typical idea of Europeans， especially of French aristocrats. 

“What 1 envy you is your liberty. Your wide range， your freedom to 

come and go， your not having a lot of people who take themselves 

awfully seriously， expecting something of you. But 1 liV<l beneath the 

eyes of rny admirable mother." 

For this， Newman answers as follow: “It is your own fault; what is to hinder 

your ranging?" 

“There is a deligtful sirnplicity is that remrak! Everything is to hinder rne. To 

begin wnth， 1 have not a penny." explained Valentin. 

“1 had not a penny whcn 1 began to range，" answered Newman. But Valentin 

answered as follows: 

“Ah， but your poverty was your capital. Being an Arnerican， it was 

impossible you should rernain what you were born， and being born poor， 

it was inevitable that you should become rich. You were in a position 

that makes one's mouth water; you looked round you and saw a world 

full of things you had only to step up to and take hold of， When 1 was 

twenty， 1 looked around me and saw a wor1d with everything ticketed 

Hancl off! and the deuce of it was that the ticket seemed meant only 

for rne. 1 could not go into politics， because 1 was a Bellegarde. 1 

could not go into literatw-e， because 1 was a dunce. 1 could not marry 

a rich girl， because no Bellegardes had ever married a roturiere， and 

it was not proper that 1 should begin." 

So Henry ]ames rnade Newman reflect as follows: “In Arnerica lads of twenty-

five and thirty have old head and young hearts， or at least young morals; here they 

have young heads and very aged hearts， morals the most grizzled and wrinkled." 

]ames also makes comrnents as follows:“It must be admrnited， rather nakedly that 

Newrnan's sole aim in life had been to make money; what he had been placed in 

the world for was， to his own perception， simply to wrest a fortune， the bigger the 

better， from defiant opportunity." Isn't this also a general concept of ours towards 

the Americans? But at the same time you have to remember what Newman confes-

sed to Claire，“1 cared for money-rnaking， but 1 have never cared so very terribly 

about money." Isn't this also a true phase of the Americans? Though Newman is 
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shrewd enough to have become a millionaire， he is certainly not a slave of money. 

His final aim is not the accumulation of coins， but it is how to use of it， how to 

make the best use of it， so that he can lead a comfortable， pleasant， hadpy life. 

Another timc ]ames makes Newman， reprsentive of the Americans， declare as 

follows;“It is the proud consciousness of honest toil manufactured something yourself 

that somebody has been willing to pay for." 1sn't this a remark of a yankee from the 

democratic country where the spirit of “Give and Take" is shared by everybody and 

with evereybody， where the people love honest labor and receive thcir fair reward 

for their honest toi1. Here is the assertive nationalism of the yankee spirit. Here 

is also the suggestion of a wonderful contrast of the wealth acquired by honest labor 

with the dark and dirty hereditary wealth of a French aristocratic family， acquired 

possibly in the sacrifice of the unknown people's blood and tears. Of course New-

man is not conscious of this when he is speaking about his fortune-making story-his 

fortune in comparison with the hercditary wealth. 

As to the American inquiry and practical mind， ]ames describes as follows. 

“Newman was fond of statistics; he liked to know how things were done; if it 

gratified him to learn what taxes were paid， what profits were gathered， what comme-

rcial habits prevailed， how the battle of life was fought." 

It is also interesting to see the difference of the opinions of the two Americans， 

Newman and Mr. Babcock， the young minister from Boston， concerning the Euro-

pean Culture. The latter mistrusted the European temperament， suffered from the 

European climate， and hated the European dinner-time; European Iife seemed to 

Mr. Babcock unscrupulous and impure. And yet he had an exquisit sense of b巴au

ty in the fine arts; and as beauty was often inextricably associated with the above 

displeasing condition， as he wished， above all， to be just and disppassionate and as 

he was， furthermore， extremely devoted to“culture"， he could not bring himself to 

decide that Europe was utterly bad. 

“Damn his French impudence!" Newman was on the point of saying to himself. 

“What the dunce is he grimming at?" This was Newman's sentiment when he vilsited 

Claire for the first time. He received the impression of“French 1mpudence" in his 

conversation with the young anstocrat， though later his mistrust in the manner of 

the young nobleman expired， and Newman said he wauld be very glad to see the 

house. Upon Claire's asking how old the house was， the young man， Valentin found 

the date 1627， over the mantlepiece. Then Newman announced roundly，“Your house 
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is of very curious style of architecture." 

For Valentin's question，“You are interested in architecture?" Newman's answer 

is worthwhite noting. He said，“Wel1， 1 took the frouble this summer to examine-

as well as 1 can calculate-some four hundred and seventy churches. Do you call 

that interested?" 

“Perhaps you're tnterested in theology?" asked his host. Newman considered for a 

moment， "Not actively." He spoke as if it were a railroad or a mine: and he seem 

ed quickly to feel the apparent lack of nicety. 

Henry ]ames reveals his hero as a man whom Madame de Cintre， a representattive 

French lady of the aristocratic society and as ardent Catholic， could love-that crea-

ture“tal1， slim， imposing， gentle， half grande dame and half angel; a mixture of 

‘type' and simplicity of the eagle and the dove. It was Newman's goodness which 

attracted Claire; but this alone would not have sufficient for the daughter of an old 

aristocratic family if goodness had not been joined with the essential dignity of 

Newman. 

When madame de Bellegarde first received Newman， knowing his wish to marry 

her daughter， she sat immovable and asked.“You呂rean American? I've seen seve 

ral Americans." 

“There are several Americans in Paris，" said Newman gaily. 

“Oh， really? It was in England 1 saw these， or somewhere else; not in Paris. 1 

think it must have been in the Pyrenees many years ago. 1'm told your ladies are 

very pretty. One of those ladies was very pretty-with such a wonderful complexion 

She presented me with a note of introduction from someone-I forget whom and she 

sent with it a note of her own. 1 kept her letter a long time afterwards， it was so 

strangely impressed. 1 used to know some of the phrases by heart. But I've for-

gotten them now-it is so many years ago. Since then I've seen no more Americans 

1 think my daughter-in-law has; she's a great gadabout; she sees everyone." Dosen't 

this remark of the Marquise suggest something? To her an American was a mere 

object of curiosity. There is no human sympathy. 

Even the gentle madame de Cintre furthered the critical note， perhaps from a mild 

notion that Newman would be amused. “I've been telling madame de la Rochefidele 

that you're an American，" she said as he came up to her in salon. “It interests her 

greatly. Her favourite uncle went over with the French troops to help you in your 

battles in the last century， and she has always wanted greatly to see one of your 
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people. But she has never succeeded until tonight. You're the first-to her know-

ledge--that she has even looked upon." 

When the catastrophe came， when the Bellegardes broke their word and Claire was 

commanded to withdraw from her engagement， Newman was rejected and publicly 

humiliated only because he was an American， and a commerdial man: they found 

themselves unable to tolerate that circumstance in relation to their family. Newman 

should have known that to ask the Old Marquise to parade through her own rooms 

on his arm the evening of the ball would be almost an affront. 

His commercial connection was held against him; and ]ames pointed the irony of 

the objection. The Bellegardes were shown as sordidly commercial; in shrewdness 

they far outdistanced Newman. He was beaten， inde<Jd， because he was incapable 

of suspecting the treachery accumulating againtt him. 

At the end Newman was unable to maintain his purpose of revenge against the 

Bellegardes; he destroyed the scraps of evidence which would have proved their ear-

lier inhuman crime. His act is not overstressed: a deep-lying harshness gave str-

ingency to Newman's generous impulses. But the contrast is frimly and clearly 

kept. 

The novel was in large part a tragedy of manners. “1 have the instincts-I have 

them deeply-if 1 have not the forms of a high old civilization，" Newman once told 

Claire. 

When Newman stood before the wall that forever closed Claire，“the barren stillnes 

of the place represented somehow his own release from ineffectual desire."-free at last 

from those dirty， dark aristocratic people by whom he had been cruelly wronged. He 

reached a movement of profound recongnition not perhaps of inner character of the 

forces that worked against him-these he could never understand but of his own final 

plight. The American yearning and longing for the unknown world of the Aristo-

cracy was cruelly crushed. It is beyond something which “Democracy" can do. 

This is a novel of the contrast of the civilization of the honest， shrewd， yet naive 

Americans with certain polished， corrupt and sophiscated specimens of an older 

civilization. ]ames' purpose of writing “The American" is in his honest and frank 

contrast of the cultures of the two worlds the cultures of the old world and the new 

world. ]ames tries to show us the fatal differences of the two worlds the differences 

of the culture， of the ways of thinking， and living which have come from the 
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different cultural backgrounds. He lries to show us the clear contrasts of American's 

fresh innocence， with the helplees convention and cunning maturity of the old world. 

He tries to contrast the crude， naive honest attitude of Democracy with the cnnning 

clever， veteran， and magnificient Aristocracy. Tt is a novel of manners as well as 

morals. It is a novel both ethical and social. Jame's aim is not only to show us our 

hero， good fellow， Newman wronged. His aim is not only to show us the sinful 

secret， inhuman crime which Old Aristocratic family has. His aim is not only to 

show how evil it is to break the marriage engagement of the two sincere lovers. His 

aim is not only to show us how fatally hopeless， and helplessly corrupt and dirty 

those aristocrtic people are， the people in the gorgeous， ancient， magnificient back-

ground of Proud European Culture. But also his aim is to show us the Victory of 

honest， crude， native， innocent Democratic attitude. He wants to show us the deト

ightful， glorious success in the failure of Newman in marr泊 geand revenge. Yes， 

Newman was a failure in obtaining a wife as well as in improving his mind by the 

acquisition of so called refined culture， however， he is not completely defeated. He 

is not an everlasting failure. The novel is a song of Victory of freshness， purity， 

honesty， sincerity and naiveness of American Demoeratic mind. 

Readers may shed tears for Newman as a failure in marriage. They may be sorry 

for Newman who roams to the Rue d Enfur. It seems James is telling us，“After 

all it is better for him not to marry Claire. Claire is cold， calm， and hopeless，" as 

Mrs. Tristram commented. Claire was not the person he should choose as his wife. 

She does not belong to him; she belong to the past， old world." After all Newman 

the finest American specimen， did not pick up anything worthwhile from the old 

world， as he himself confessed， "that he had brought home no new ideas from Europe，" 

and his conduct probably struck them as eloquent proof of failing invention. Yet 

we cannot call Newman a failure. The decaying， cunning old mind of the Old 

Aristocratic World， after all， could not defeat the young， fresh honest Newman， 

fresh， rising mind of the Democratic World. According to Henly James， Newman is 

not defeated at all: the American is not defeated at all. 

(1) HENRY ]AMES (1843-.1916) 

(2) Christopher Newman: An American who came to Europe to get a wife. 
(3) Madam de Cintre (Claire): French Aristocrat， young beautiful lady， Valentin's 

sister-in-law， and daughter-in-law of Madam de 
Bellegarde. 

(4) Count Valentin: Claire's brother-in-law， Valentin de Bellegarde 
(5) Madam de Bellegarde: HaughtyFrench Aristocrat， wife of Marquis de Bellegardes， 

Claire's mother-in-law. 
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